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　地震の発生予測は研究が

進んだ現在でも困難といわ

れています。そのような中

で、自分や家族の命を守る

ために私たちにできること

は、いかに被害を軽減でき

るかということです。

■今、最も心配されている地震とは
　東海から九州沖にまたがる、２つのプレートがぶ

つかり合う南海トラフを震源とする巨大地震です。

その発生確率は３０年以内に７０％、東日本大震災規模

（マグニチュード９．０程度）と予測されています。本

市では平野部で最大震度６強、海岸部で震度７の揺

れが想定され、多くの家屋が倒壊すると予測されて

います。

■公助の限界と自助・共助の重要性
　行政が被災し、機能が麻痺してしまうと公助にも

限界があります。過去の大規模広域災害では、地震

によって倒壊した建物から救出された人の約８割が

家族や近所の人によって救出（共助）され、消防や

警察などによって救出された人は約２割という調査

結果があります。

■住まいの耐震化を応援します
　平成２５年８月に香川県が公表した被害想定（上記※１）では、揺れによる建物の全壊や死者の

数が多いことから、建物の耐震診断を行い耐震補強などを推奨しています。

　特に、本市の建物は旧耐震基準の昭和５６年以前の建物が約半数を占めていることから「いつ、

どこで起こるか分からない」地震への危機意識を日ごろから持ち備えておきましょう。

　すぐに、補強ができなくても、大型家具や家電製品を壁や柱に固定するだけでも安全性は高ま

ります。市では、住宅の耐震診断や耐震改修工事に対し補助をしています。

自助＝自分（家族を含む）の身は
自分で守る

共助＝企業や地域コミュニティで
共に助け合うこと

公助＝行政による救助・支援

　熊本地方を震源とする大地震により亡くなられた方々、そのご遺族の皆様に対し謹んでお悔や

み申し上げますとともに、被災された皆様に心よりお見舞い申し上げます。また、一日も早い復

旧・復興を果たされることをお祈りすると同時に、被災された皆様が平穏な日々を取り戻せるよ

うお祈り申し上げます。

南海トラフ巨大地震被害想定　※１
（観音寺市分）

・揺れによる全壊家屋数　５，１００棟
・地震火災による焼失数　２，２００棟
・その他全壊棟数　　　　　３００棟
・建物倒壊による死者数　　３２０人
・津波による死者数　　　　４５０人
・火災による死者数　　　　　２０人
・負傷者数　　　　　　　２，５００人
・上水道断水率　　　　　　　８８％
・電力停電率　　　　　　　１００％
・固定電話の不通回線率　　　７８％

いつどこで起こるか分からない地震
自分や家族の命を守れますか

危機管理課　☎２３－３９４０
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耐震改修工事後、上部構

造評点を１．０以上にする

ための補強工事

耐震改修工事後、上部構

造評点を０．７以上にする

ための補強工事

１．５ｍ以上の家具を固定

し耐震シェルター等を設

置して身を守る

上部構造評点 判　　定

１．５以上 倒壊しない

１．０以上１．５未満 一応倒壊しない

０．７以上１．０未満 倒壊する可能性がある

０．７未満 倒壊する可能性が高い

上部構造評点とは

　耐震診断をする際に木造家屋の倒壊

を判定する数値のことで、評点は下記

の４つに分類される

○昭和５６年５月３１日以前に着工された住宅

（枠組壁工法、丸太組工法および大臣の特

別な認定を得た工法等は除く）

○一戸建、長屋、併用住宅の所有者

○市税の滞納がないこと

○建築基準法の違反がないこと

費用の１０分の９補助（上限９万円）

耐震化に関することは、建設課まで問い合わせてください。　建設課建築係　☎２３－３９４２

おすすめ！ 被害を抑えたい
！

命だけは守る！

本格的な

耐震改修をする

簡易な

耐震改修をする

耐震シェルター・

ベッドを設置する

場所　市役所２階２０１会議室

対象　昭和５６年５月３１日以前に着工された住宅

に住んでいる人

注意　予約制のため電話で申し込んでください。

相談時間や持参物などをお知らせします。

問い合わせ先　

香川県住宅課　☎０８７－８３２－３５８４

耐震化の相談と
補助金手続きの説明会

要　件

補助額

まずは耐震診断を受けましょう

診断の結果、上部構造評価点が倒壊する可能性があるまたは
高いと判定が出たら下記の３つのメニューから改修方法を選択2

1

最高９０万円まで
全額補助

同時にリフォーム
工事をすると

費用の５分の４補助
（上限２０万円）

同時にリフォーム
工事をすると

費用の５分の４補助
（上限１０万円）

さらに さらに

最高５０万円まで
全額補助

最高２０万円まで
全額補助

Q　耐震診断って何ですか？

A　大地震に対して住宅が倒壊しないかど

うかを判定するものです。

　　土地や基礎の状況、壁の量と強さ、屋

根の種類、住宅の老朽化などについて、

住宅の外回りや室内、床下や天井裏など

を調査し、構造計算を行います。調査に

は、半日から２日程度かかります。

補　助　額 補　助　額補　助　額

メニュー

1
メニュー

2
メニュー

3

無料

７月６日（水）
県住宅課と合同で

開催！
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　も
う
す
ぐ
梅

雨
入
り
で
す
。

大
雨
に
よ
る
災

害
が
心
配
さ
れ

る
季
節
と
な
り

ま
す
。

　昨
年
９
月
に

茨
城
県
常
総
市
な
ど
で
発
生
し

た
豪
雨
災
害
や
、
平
成
２６
年
８

月
に
広
島
市
で
発
生
し
た
土
砂

災
害
な
ど
、
大
規
模
災
害
は
い

つ
、
ど
こ
で
起
こ
る
か
予
測
で

き
ま
せ
ん
。

　大
雨
シ
ー
ズ
ン
を
前
に
、
災

害
に
対
す
る
早
目
の
備
え
を
し

て
お
き
ま
し
ょ
う
。

○

住
ん
で
い
る
場
所
が
洪
水
や

土
砂
災
害
な
ど
の
恐
れ
が
あ

る
か
ど
う
か
、
あ
ら
か
じ
め

確
認
し
て
お
く
。（
市
の
総
合

防
災
マ
ッ
プ
や
県
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
か
が
わ
防
災
ｗ
ｅ
ｂ
ポ

ー
タ
ル
に
掲
載
し
て
い
る
河

川
浸
水
想
定
区
域
や
土
砂
災

害
警
戒
区
域
な
ど
の
情
報
を

活
用
し
て
く
だ
さ
い
）

○

災
害
に
備
え
、
避
難
場
所
や

避
難
経
路
な
ど
を
日
ご
ろ
か

ら
確
認
し
て
お
く
。

　事
前
に
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

雨
量
や
河
川
水
位
、

　
　
　
　土
砂
災
害
警
戒
情
報

　県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
が
わ
防

災
ｗ
ｅ
ｂ
ポ
ー
タ
ル

避
難
情
報

　市
防
災
行
政
無
線
に
よ
る
放

送
や
「
観
音
寺
ホ
ッ
と
メ
ー
ル
」

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
防
災
情
報
」

　広
報
か
ん
お
ん
じ
５
月
号
１０

ペ
ー
ジ
で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

配
信
内
容

　

　携
帯
電
話
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
に
高
松
地
方
気
象
台
が
発
表

す
る
気
象
情
報
や
市
町
が
発
令

す
る
避
難
勧
告
等
の
情
報
が
配

信
さ
れ
ま
す
。（
取
得
を
希
望
す

る
地
域
や
情
報
を
選
択
可
）

配
信
項
目

気
象
情
報
等
／
気
象
警
報
・
注

意
報
、
土
砂
災
害
警
戒
情
報
、

洪
水
予
報
、
氾
濫
危
険
水
位

到
達
情
報
、
記
録
的
短
時
間

大
雨
情
報
、
地
震
情
報
、
津

波
情
報
、
竜
巻
注
意
情
報

避
難
情
報
／
避
難
指
示
、
避
難

勧
告
、
避
難
準
備
情
報

○

避
難
場
所
や

連
絡
方
法
な

ど
を
家
族
で

話
し
合
っ
て

お
く
。

○

雨
量
や
河
川
水
位
に
関
す
る

情
報
に
注
意
す
る
。

○

対
象
地
域
に
避
難
勧
告
が
発

令
さ
れ
た
場
合
は
、
直
ち
に

避
難
す
る
。

○

夜
間
に
大
雨
が
予
想
さ
れ
る

場
合
は
、
安
全
の
た
め
暗
く

な
る
前
に
避
難
す
る
。

○

急
な
豪
雨
な
ど
緊
急
の
場
合

や
避
難
途
中
で
危
険
を
感
じ

た
場
合
は
、
頑
丈
な
建
物
の

２
階
な
ど
少
し
で
も
安
全
な

場
所
に
避
難
す
る
。

登
録
方
法

①
携
帯
電
話
や
ス
マ

ー
ト
フ
ォ
ン
で
下

記
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を

読
み
込
む
か
、

　

h
ttp

://in
fo

.b
o
u
sa

i-k
a
g
a

　

w
a
.jp

/

へ
接
続
し
、
登
録
（
変

更
、
解
除
）
を
選
択

②
メ
ー
ル
作
成
画
面
が
表
示
さ

れ
る
の
で
、
そ
の
ま
ま
送
信

③
自
動
送
信
さ
れ
て
く
る
メ
ー

ル
本
文
の
Ｕ
Ｒ
Ｌ
に
接
続

④
利
用
規
約
を
読
み
「
同
意
す

る
」
を
選
択

⑤
表
示
さ
れ
る
画
面
の
案
内
に

従
い
、
配
信
を
希
望
す
る
地

域
と
情
報
を
選
択

⑥
配
信
内
容
確
認
画
面
で
「
登

録
」
を
選
択

⑦
設
定
完
了
画
面
で
「
正
常
に

登
録
さ
れ
ま
し
た
」
が
表
示

さ
れ
れ
ば
登
録
終
了

注
意　登

録
は
無
料
で
す
が
、
携
帯

電
話
等
の
通
信
料
や
パ
ケ
ッ
ト

料
は
登
録
者
の
負
担
で
す
。

問
い
合
わ
せ
先

　危
機
管
理
課

　
　
　
　
　☎

２３

−

３
９
４
０

香
川
県
防
災
情
報
メ
ー
ル
に
つ
い
て

香
川
県
危
機
管
理
課
危
機
管

理
グ
ル
ー
プ

　

☎
０
８
７

−

８
３
２

−

３
１
８
７

大
雨
シ
ー
ズ
ン
を
前
に

　
　
　災
害
に
対
す
る

　
　
　
　
　
　
　備
え
を

１ 
事
前
の
備
え

２ 

雨
が
降
り
始
め
た
ら

３ 

防
災
に
関
す
る

 　
　
情
報
の
入
手
方
法

香
川
県
防
災
情
報
メ
ー
ル
の

　
　
　
　
　
　
　
　登
録
方
法

観
音
寺
ホ
ッ
と
メ
ー
ル
の
登
録
方
法
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　個
人
番
号
カ
ー
ド
を

申
請
し
ま
し
た
が
、
交

付
通
知
書
に
書
か
れ
て
い
る
受

領
日
に
受
け
取
り
に
行
け
ま
せ

ん
。
代
理
の
人
で
も
受
け
取
り

は
で
き
ま
す
か
。

　交
付
通
知
書
に
指
定

さ
れ
た
受
領
日
の
期
限

を
過
ぎ
て
も
、
個
人
番
号
カ
ー

ド
は
市
民
課
で
保
管
し
て
い
ま

す
。
交
付
通
知
書
と
通
知
カ
ー

ド
、
本
人
確
認
書
類
な
ど
を
持

参
し
、
市
民
課
へ
受
け
取
り
に

来
て
く
だ
さ
い
。

　ま
た
、
申
請
者
本
人
が
病
気

や
身
体
の
障
が
い
な
ど
に
よ
り
、

受
け
取
り
が
難
し
い
場
合
に
限

り
、
代
理
人
に
カ
ー
ド
の
受
け

取
り
を
委
任
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
代
理
で
受
け
取
る
場
合

の
必
要
書
類
な
ど
、
詳
し
く
は

市
民
課
ま
で
問
い
合
わ
せ
て
く

だ
さ
い
。

　市
民
課

　☎
２３

−

３
９
２
４

　市
内
に
活
断
層
は
あ

り
ま
す
か
。

　活
断
層
と
は
、
地
球

の
歴
史
の
中
で
第
四
紀

後
期
（
約
５０
万
年
前
か
ら
現
在

ま
で
）
に
繰
り
返
し
活
動
し
、

最
後
の
活
動
時
期
が
約
１０
万
年

以
内
で
、
今
後
も
活
動
す
る
可

能
性
が
あ
る
断
層
の
こ
と
で
す
。

市
内
に
は
、
市
南
部
に
竹
成
断

層
が
あ
り
ま
す
が
、
第
四
紀
後

期
に
活
動
し
た
形
跡
が
な
い
た

め
、
活
断
層
で
は
な
い
も
の
と

考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

危
機
管
理
課
☎
２３

−

３
９
４
０

　来
年
４
月
に
開
館
す

る
市
民
会
館
は
、
以
前

の
市
民
会
館
と
ど
ん
な
と
こ
ろ

が
違
い
ま
す
か
。

　大
き
な
違
い
は
、
会

館
の
運
営
が
市
か
ら
指

定
管
理
者
（
あ
な
ぶ
き
・
四
国

舞
台
グ
ル
ー
プ
）
に
変
わ
る
こ

と
で
す
。

　ま
た
、
大
ホ
ー
ル
の
客
席
を

ワ
ン
フ
ロ
ア
か
ら
２
階
建
て
に
、

座
席
数
は
１
、
４
７
０
席
か
ら

１
、
２
０
０
席
（
１
階
８
５
８

席
、
２
階
３
４
２
席
）
と
減
り

ま
す
が
、
椅
子
の
サ
イ
ズ
を
大

き
く
し
ま
す
。
さ
ら
に
、
以
前

に
は
な
か
っ
た
小
ホ
ー
ル
（
３

３
４
席
）
や
ス
タ
ジ
オ
、
練
習

室
を
新
た
に
整
備
し
、
さ
ま
ざ

ま
な
用
途
に
利
用
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　ま
た
、
敷
地
内
に
約
４
０
０

台
収
容
の
有
料
駐
車
場
を
整
備

し
ま
す
。

　詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、

市
民
会
館
準
備
事
務
所
へ
問
い

合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

市
民
会
館
準
備
事
務
所
（
文
化

振
興
課
内
）

　
　
　
　
　☎

２３

−

３
９
３
９

　要
介
護
認
定
を
受
け

た
の
で
、
自
宅
で
介
護

保
険
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
た
い
が

ど
う
す
れ
ば
い
い
で
す
か
。

　介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス

を
利
用
す
る
場
合
は
、

サ
ー
ビ
ス
が
適
切
に
利
用
で
き

る
よ
う
に
、
利
用
者
や
家
族
の

心
身
状
態
や
生
活
環
境
な
ど
に

配
慮
し
て
、
ど
の
よ
う
な
介
護

サ
ー
ビ
ス
を
い
つ
、
ど
れ
だ
け

利
用
す
る
か
介
護
（
介
護
予
防
）

サ
ー
ビ
ス
計
画
（
ケ
ア
プ
ラ
ン
）

を
作
成
し
ま
す
。

　要
支
援
１
・
要
支
援
２
の
人

は
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。
要
介

護
１
以
上
の
人
は
、
介
護
支
援

専
門
員
（
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
）

の
い
る
、
県
知
事
の
指
定
を
受

け
た
居
宅
介
護
支
援
事
業
者（
ケ

ア
プ
ラ
ン
作
成
事
業
者
）
へ
依

頼
し
て
く
だ
さ
い
。

　高
齢
介
護
課

　
　
　
　
　☎

２３

−

３
９
６
８

　地
震
の
揺
れ
か
ら
身

を
守
る
簡
単
に
で
き
る

対
策
は
あ
り
ま
す
か
。

　建
物
の
耐
震
化
な
ど

が
あ
り
ま
す
が
、
最
も

簡
単
に
で
き
る
対
策
と
し
て
、

家
具
な
ど
の
転
倒
防
止
を
お
勧

め
し
ま
す
。
阪
神
淡
路
大
震
災

で
は
６
、
４
３
４
人
が
亡
く
な

り
、
そ
の
う
ち
６
０
０
人
余
り

が
、
家
具
な
ど
の
下
敷
き
で
命

を
落
と
し
て
い
ま
す
。
転
倒
防

止
器
具
は
、
金
物
店
や
ホ
ー
ム

セ
ン
タ
ー
な
ど
で
手
に
入
り
ま

す
。
家
族
や
自
分
の
身
を
守
る

た
め
、
日
ご
ろ
か
ら
危
機
意
識

を
高
め
備
え
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

　ま
た
、
住
宅
の
耐
震
化
補
助

に
つ
い
て
は
２
、
３
ペ
ー
ジ
「
い

つ
ど
こ
で
起
こ
る
か
分
か
ら
な

い
地
震

　自
分
や
家
族
の
命
を

守
れ
ま
す
か
」
で
確
認
し
て
く

だ
さ
い
。

危
機
管
理
課
☎
２３

−

３
９
４
０

　市
で
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
が
希
望
あ
ふ
れ
る
毎
日
を
過
ご

せ
る
よ
う
、
さ
ま
ざ
ま
な
施
策
や
業
務
を
行
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
内
容
は
多
岐
に
わ
た
り
、
ま
た
、
社
会
の
変
化
に
伴
い

複
雑
化
し
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
過
去
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
出

た
ご
意
見
や
、
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
ご
質
問
・

ご
意
見
を
、
回
答
と
合
わ
せ
て
お
伝
え
し
ま
す
。

Q 
& 

A

A

A

A

A

A

Q

Q

Q

Q

Q
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人権課　☎２３－３９２８

　人権擁護委員は、法務大臣が委嘱した

民間の人たちで、現在、全国の市町村に

約１万４千人が配置され、地域に密着し

た活動を行っています。

　人権擁護委員の活動の一つに、人権相

談があります。家庭内の問題（夫婦、親

子、結婚、離婚、扶養、相続など）や、

隣近所とのもめ事、差別問題などを人権

擁護委員や人権相談所で相談できます。

　本市でも、毎月特設相談所を設け、相

談日を広報かんおんじ「相談あれこれ」

のコーナーに掲載しています。相談は無

料で、相談内容等の秘密は固く守られま

すので、気軽に相談してください。

地　域 氏　名

観 音 寺 地 区

五味　　勲

西山　節子

秋山　和代

三宅　敬子

合田　朝子

吉田千惠子

小山　利幸

大 野 原 地 区

藤岡　　修

竹内　保壽

石川　太郎

三好　久惠

豊 浜 町 地 区

川上　裕子

山縣　　正

石川　昌幸

阪上　耕造

（平成２８年４月１日現在）
（敬称略・順不同）

人権擁護委員を知っていますか？ ６月の相談日

○６月１日（水）午前１０時～午後３時

　ふれあい文化センター

　大野原いきいきセンター

○６月１４日（火）午前１０時～午後３時

　豊浜福祉会館

特設人権相談

いじめや体罰、虐待など子どもに関

する相談・情報

　☎０１２０－００７－１１０

　　　　　　　　（フリーダイヤル）

全国一斉強化週間

６月２７日（月）～７月３日（日）

期間中は、休日も電話相談を実施し

ています。

平日　　午前８時３０分～午後７時

土・日　午前１０時～午後５時

子どもの人権
１１０番

夫やパートナーからの暴力、職場で

のセクシュアル・ハラスメント、ス

トーカー行為などに関する相談電話

です。

　☎０５７０－０７０－８１０

　　　　　　　　　（ナビダイヤル）

女性の人権
ホットライン

人権相談をインターネットでも受け

付けています。携帯電話からも相談

できます。

パソコン

http://www.moj.go.jp/JINKEN/
jinken113.html

携帯電話

https://www.jinken.go.jp/soudan/
mobile/001.html

インターネット
人権相談

差別や虐待、パワーハラスメント等、

さまざまな人権問題についての相談

を受け付ける相談電話です。

　☎０５７０－００３－１１０

　　　　　　　　　（ナビダイヤル）

みんなの人権
１１０番

人権擁護委員

６月１日は人権擁護委員の日

インターネット人権相談
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男
女
共
同
参
画

企
画
課
男
女
共
同
参
画
推
進
室

　☎
２３

−

３
９
１
７

「
男
女
共
同
参
画
週
間
」　
６
月
23
日
～
29
日

　男
女
共
同
参
画
社
会
基
本
法

の
目
的
や
基
本
理
念
に
つ
い
て

理
解
を
深
め
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
、
毎
年
６
月
２３
日
か
ら
２９

日
ま
で
を
「
男
女
共
同
参
画
週

間
」
と
し
て
い
ま
す
。

　男
女
共
同
参
画
社
会
と
は
、

男
女
が
と
も
に
お
互
い
を
認
め

合
い
、
性
別
に
か
か
わ
ら
ず
一

人
ひ
と
り
が
家
庭
、
地
域
、
学

校
、
職
場
な
ど
の
社
会
の
あ
ら

ゆ
る
分
野
で
個
性
と
能
力
を
十

分
に
発
揮
で
き
る
、
市
民
み
ん

な
が
主
役
の
社
会
で
す
。
ま
た
、

あ
ら
ゆ
る
分
野
に
対
等
な
パ
ー

ト
ナ
ー
と
し
て
参
画
す
る
こ
と

で
、
と
も
に
喜
び
や
責
任
を
分

か
ち
合
う
社
会
で
す
。

　内
閣
府
で
は
、
こ
の
週
間
に

合
わ
せ
て
「
旧
来
の
労
働
慣
行

や
意
識
を
変
え
、
女
性
も
男
性

も
多
様
な
暮
ら
し
や
働
き
方
が

可
能
な
社
会
を
作
る
た
め
の
キ

ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
」
を
募
集
し
、

応
募
総
数
３
、
２
９
９
点
の
中
か

ら
次
の
作
品
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

　男
性
は
仕
事
を
中
心
に
、
女
性

は
家
庭
を
中
心
に
、
と
い
っ
た
従

来
の
慣
行
が
根
付
い
て
は
い
な
い

で
し
ょ
う
か
。
こ
の
「
男
性
中
心

型
労
働
慣
行
」
は
、
高
度
経
済
成

長
期
に
形
成
さ
れ
た
、
男
性
正
社

員
を
前
提
と
し
た
長
時
間
労
働
や

女
性
の
家
計
補
助
的
な
非
正
規
雇

用
な
ど
を
特
徴
と
す
る
も
の
で
す
。

　ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
が
多
様
化
す

る
現
在
、
男
女
が
と
も
に
仕
事
と

生
活
を
両
立
す
る
た
め
に
は
、
従

来
の
慣
行
か
ら
の
意
識
を
変
え
る

こ
と
で
、
一
人
ひ
と
り
が
輝
く
社

会
へ
と
変
貌
を
遂
げ
る
大
き
な
原

動
力
に
な
り
ま
す
。

　男
女
共
同
参
画
週
間
を
機
に
、

身
近
な
家
事
や
働
き
方
に
お
い
て

男
女
の
役
割
に
偏
り
が
な
い
か
、

ま
ず
は
、
職
場
や
家
庭
で
話
し
合

っ
て
み
て
く
だ
さ
い
。

◆
最
優
秀
作
品

『
意
識
を
カ
イ
カ
ク
。

　男
女
で
サ
ン
カ
ク
。

　社
会
を
ヘ
ン
カ
ク
。
』

正
し
い
認
識
で
明
る
い
社
会
を

　
　
　気
づ
く
・
学
ぶ
・
広
げ
る
人
権

　
　
　
　
　子
ど
も
の
サ
イ
ン
を
見
逃
さ
な
い
で

　「
あ
そ
ぶ
と
き
は
お
と
う
さ
ん

が
す
き
。
ね
る
と
き
は
お
か
あ

さ
ん
が
す
き
。
で
も
ほ
ん
と
う

は
ど
っ
ち
も
だ
い
す
き
。」
こ
れ

は
、
平
成
２７
年
香
川
県
三
行
詩

コ
ン
ク
ー
ル
で
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
賞

を
受
賞
し
た
小
学
１
年
生
の
作

品
で
す
。
こ
の
詩
を
読
む
と
、

親
子
の
絆
や
家
庭
の
温
も
り
が

自
然
に
伝
わ
っ
て
き
ま
す
。

　こ
の
よ
う
な
理
想
的
な
親
子

関
係
で
結
ば
れ
て
い
る
子
ど
も

た
ち
と
は
反
対
に
、
い
じ
め
や

体
罰
、
児
童
虐
待
な
ど
悲
惨
な

人
権
侵
害
を
受
け
て
い
る
子
ど

も
た
ち
が
い
ま
す
。
そ
の
数
は

年
々
増
加
し
、
今
で
は
深
刻
な

社
会
問
題
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　特
に
、
子
ど
も
の
命
ま
で
も

脅
か
す
身
体
的
虐
待
や
ネ
グ
レ

ク
ト
（
養
育
放
棄
）
な
ど
に
よ

る
悲
惨
な
事
件
は
後
を
絶
ち
ま

せ
ん
。
真
っ
先
に
子
ど
も
を
守

る
は
ず
の
親
や
親
に
代
わ
る
保

護
者
が
、
家
庭
内
と
い
う
社
会

の
目
の
届
き
に
く
い
と
こ
ろ
で
、

自
ら
子
ど
も
の
人
権
を
侵
害
し

て
い
る
の
で
す
。

　子
ど
も
が
間
違
っ
た
と
き
に

は
、
愛
情
を
も
っ
て
本
気
で
叱

り
、
正
し
く
し
つ
け
る
こ
と
は

大
切
な
こ
と
で
す
。
た
だ
、
感

情
に
任
せ
て
叱
る
こ
と
は
子
ど

も
の
た
め
に
は
な
り
ま
せ
ん
。

お
び
え
た
り
傷
つ
い
た
り
、
ま

し
て
や
命
の
危
険
に
さ
ら
さ
れ

おめでとう
　　　ございます

平成２７年度
　　人権作品優秀賞

常磐小学校 6 年（平成27年度）
近藤　尚貴さん

大野原中学校 3 年（平成 27年度）
池田　千晴さん

る
よ
う
で
は
、
し
つ
け
と
は
い

え
ま
せ
ん
。
し
つ
け
の
つ
も
り

で
行
っ
た
行
為
で
も
、
子
ど
も

の
心
身
に
著
し
い
害
を
及
ぼ
す

も
の
で
あ
れ
ば
、
そ
れ
は
虐
待

に
な
り
ま
す
。

　未
来
あ
る
子
ど
も
た
ち
が
健

や
か
に
育
つ
よ
う
、
虐
待
を
未

然
に
防
止
す
る
た
め
に
は
、
子

ど
も
た
ち
の
ち
ょ
っ
と
し
た
サ

イ
ン
を
見
逃
さ
な
い
よ
う
に
し

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、

育
児
に
悩
む
親
の
相
談
相
手
に

な
る
な
ど
、
地
域
全
体
で
子
育

て
を
応
援
で
き
る
環
境
を
整
え

て
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。
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※
未
登
記
家
屋
と
は
、
法
務
局

に
登
記
さ
れ
て
い
な
い
家
屋

の
こ
と
。

売
買
・
贈
与
な
ど
の
場
合

○

旧
所
有
者
と
新
所
有
者
の
印

鑑
登
録
証
明
書

　た
だ
し
、
売
買
契
約
書
な
ど

の
写
し
を
添
付
す
れ
ば
印
鑑

登
録
証
明
書
は
不
要
で
す
。

相
続
の
場
合

○

新
所
有
者
と
変
更
の
時
期
が

確
認
で
き
る
書
類
（
遺
産
分

割
協
議
書
な
ど
）

○

右
の
遺
産
分
割
協
議
書
な
ど

が
な
い
場
合
は
、
相
続
人
全

員
の
同
意
書
（
実
印
を
押
印

し
た
も
の
）
お
よ
び
印
鑑
登

録
証
明
書
を
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。

■
土
地
・
家
屋
の
所
有
者
や
納

税
義
務
者
が
死
亡
し
た
と
き

　相
続
人
の
代
表
者
は
「
相
続

人
代
表
者
（
兼
現
所
有
者
）
指

定
届
」
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

相
続
登
記
に
よ
る
名
義
変
更
が

行
わ
れ
る
ま
で
の
間
、
納
税
通

知
書
な
ど
を
受
け
取
る
相
続
人

の
代
表
者
を
指
定
す
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。

■
土
地
の
使
用
状
況
が
変
わ
っ

た
と
き

　

　住
宅
を
店
舗
に
す
る
な
ど
家

屋
の
用
途
変
更
に
伴
い
、
土
地

の
使
用
状
況
が
住
宅
用
地
か
ら

非
住
宅
用
地
に
、
ま
た
は
非
住

宅
用
地
か
ら
住
宅
用
地
に
変
わ

っ
た
と
き
は
「
住
宅
用
地
異
動

申
告
書
」
を
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。
土
地
の
税
額
が
変
わ
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。

■
そ
の
他
の
届
け
出

○

納
税
管
理
人
申
告
（
承
認
申

請
）
書

○

納
税
管
理
人
変
更
（
取
り
消

し
）
申
請
書

○

土
地
利
用
状
況
変
更
届
出
書

○

被
災
住
宅
用
地
申
告
書

○

非
課
税
申
告
書

○

減
免
申
請
書

○

住
宅
耐
震
改
修
に
伴
う
固
定

資
産
税
減
額
申
請
書

○

バ
リ
ア
フ
リ
ー
改
修
に
伴
う

固
定
資
産
税
減
額
申
請
書

○

省
エ
ネ
改
修
に
伴
う
固
定
資

産
税
減
額
申
請
書

　
　な
ど

平
成
２８
年
１
月
１
日
か
ら
個

人
番
号
お
よ
び
法
人
番
号
の

記
載
が
必
要
に
な
り
ま
し
た
。

届
け
出
に
は
、
番
号
の
記
載

を
お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

　税
務
課
資
産
税
係

　
　
　
　
　☎

２３

−

３
９
２
２

■
家
屋
を
新
築
・
増
築
し
た
と
き

　家
屋
の
評
価
額
を
算
出
す
る

た
め
、
間
取
り
や
仕
上
げ
を
確

認
す
る
家
屋
調
査
が
必
要
で
す
。

職
員
が
調
査
に
伺
い
ま
す
の
で
、

連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

■
家
屋
を
取
り
壊
し
た
と
き

　「
家
屋
滅
失
届
」
を
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。
取
り
壊
し
の
翌
年

度
か
ら
課
税
さ
れ
な
く
な
り
ま

す
。　ま

た
、
取
り
壊
し
た
家
屋
が

所
在
す
る
土
地
が
、
住
宅
用
地

に
対
す
る
課
税
標
準
の
特
例
を

受
け
て
い
る
場
合
、
土
地
の
税

額
が
上
が
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　な
お
、
登
記
し
て
い
る
家
屋

に
つ
い
て
は
、
法
務
局
で
滅
失

登
記
の
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ

い
。

■
売
買
、
贈
与
や
相
続
な
ど
で

未
登
記
の
家
屋
の
所
有
者
が

変
更
に
な
っ
た
と
き

　

　「
家
屋
補
充
台
帳
登
録
（
未
登

記
家
屋
）
の
所
有
者
変
更
届
」

を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
こ
の

届
け
出
が
な
い
と
従
前
の
家
屋

の
所
有
者
に
課
税
さ
れ
ま
す
。

◆
納
税
通
知
書
の
発
送

　本
年
度
の
市
民
税
・
県
民
税

納
税
通
知
書
は
、
６
月
中
旬
に

発
送
し
ま
す
。
第
１
期
納
期
限

（
６
月
３０
日
（
木
））
ま
で
日
数
が

あ
り
ま
せ
ん
が
、
期
限
内
の
納

付
を
お
願
い
し
ま
す
。

　な
お
、
納
期
限
ま
で
に
納
付

が
困
難
な
場
合
は
、
税
務
課
へ

相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
ふ
る
さ
と
納
税

・
ふ
る
さ
と
納
税
枠
の
拡
充

　ふ
る
さ
と
納
税
は
都
道
府
県

ま
た
は
市
町
村
に
寄
附
を
す
る

と
、
寄
附
金
の
う
ち
２
千
円
を

超
え
る
部
分
に
つ
い
て
、
一
定

の
上
限
ま
で
所
得
税
・
住
民
税

が
控
除
さ
れ
る
仕
組
み
で
す
。

　平
成
２７
年
度
の
税
制
改
正
に

お
い
て
一
定
の
上
限
額
が
現
行

の
約
２
倍
に
拡
充
さ
れ
ま
し
た
。

※
平
成
２７
年
１
月
１
日
以
降
の

寄
附
か
ら
対
象

・
手
続
き
の
簡
素
化

　確
定
申
告
が
不
要
な
給
与
所

得
者
等
に
つ
い
て
、
ふ
る
さ
と

納
税
先
団
体
が
５
団
体
以
内
の

場
合
で
、
確
定
申
告
を
行
わ
な

い
場
合
に
限
り
、
ふ
る
さ
と
納

税
に
係
る
住
民
税
の
寄
附
金
控

除
が
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
で
受
け
ら

れ
る
特
例
的
な
仕
組
み
（
ふ
る

さ
と
納
税
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
特
例

制
度
）
が
創
設
さ
れ
ま
し
た
。

た
だ
し
、
ふ
る
さ
と
納
税
（
寄

附
）
を
す
る
際
に
、
ふ
る
さ
と

納
税
先
団
体
に
特
例
の
申
請
が

必
要
で
す
。

　ま
た
、
所
得
税
の
控
除
を
受

け
る
場
合
は
、
こ
れ
ま
で
ど
お

り
確
定
申
告
が
必
要
で
す
。

※
平
成
２７
年
４
月
１
日
以
降
の

寄
附
か
ら
対
象

　制
度
に
つ
い
て
の
詳
し
い
内

容
は
、
総
務
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

　税
務
課
市
民
税
係

　
　
　
　
　☎

２３

−

３
９
２
２

平
成
28
年
度
の

　市
民
税
・
県
民
税

固
定
資
産
税
に

　
　関
す
る
届
け
出

注

添
付
書
類
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ことしも感動を再び！

第５１回 銭形まつりボランティアスタッフ募集
　ことしも観音寺市の夏を彩る一大イベント「銭形

まつり」が開催されます。まつりを盛り上げるため、

イベントなどを手伝ってくれるボランティアスタッ

フを募集します。市民の皆さんの手で盛り上げまし

ょう。学生も歓迎です。

銭形まつり
　　開催スケジュール
○７月１６日（土）
　銭Ｒｏｃｋ・ゼニガタライブ

○７月１７日（日）
　銭形おどり、花火

申し込み・問い合わせ先

第５１回銭形まつり実行委員会事務局

（観音寺商工会議所内）☎２５－３０７３

２０１６日本学生
　トライアスロン選手権観音寺大会

　ことしも、琴弾公園内有明グラウンドを中心

に「２０１６日本学生トライアスロン選手権観音

寺大会」が開催されます。学生トップアスリー

トたちが日本一の座を目指して熱く戦います。

限界まで挑戦する選手に、たくさんの応援をお

願いします。

　大会当日は交通規制などにより皆さんに大変

ご迷惑をおかけしますが、ご理解とご協力をお

願いします。

　交通整理や選手への給水などに協力し

てくれるボランティアスタッフを募集し

ています。多くの参加をお願いします。

　詳しくは、市ホームページなどでお知

らせします。

■日　　時　９月４日（日）

　　　　　　午前１０時１５分～午後４時４５分ごろ

■場　　所　有明グラウンド会場、周辺大会コース

■募集人数　４５０人

■申込受付　６月２４日（金）まで

■申し込み・問い合わせ先

　市民スポーツ課　☎２３－３９４１　Ｆａｘ２３－３９５４

ボランティアスタッフ募集

■日　　時

　９月４日（日）午前１０時４５分　女子スタート

　　　　　　　午後１時４５分　男子スタート

■場　　所

　有明浜海水浴場および琴弾公園周辺特設コース

■競技内容

　総合距離　５１．５ｋｍ
　スイム　　　１．５ｋｍ
　バイク　　４０．０ｋｍ
　ラ　ン　　１０．０ｋｍ
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６月５日（日）午前９時～午前１１時３０分

保健センター

歯の検診（希望者のみ）、フッ素塗布（６歳以下）、

歯の相談、歯磨き指導、バザーなど

無料

健康増進課　☎２３－３９６４

歯と口の健康週間まつり

　がん集団検診を次の日程で行います。年に１度は受

けましょう。まだ申し込んでいない人は、問い合わせ

てください。

胃がん、乳がん、大腸がん、子宮頸がん

胃がん、乳がん、大腸がん…４０歳以上

子宮頸がん…２０歳以上

胃がん、乳がん、子宮頸がんは時間予約制です。必

ず事前に申し込みが必要です。

乳がん、子宮頸がんは２年に１度の検診です。平成

２７年度に受けた人は受けられません。（平成２８年度

の無料クーポン券対象者は除く）

大腸がん（集団）検診と合わせて、胃がん、乳がん、

子宮頸がん検診を予約している人は、その時に検査

キットを持参しても受け付けできます。

健康増進課成人保健係　☎２３－３９６４

　生活習慣病の早期予防・発見のために健康診査

を実施します。５月末に対象者に受診券を送りま

す。内容を確認して受診してください。

６月１日（水）～１０月３１日（月）の診療時間内

市が指定する観音寺・三豊市内の医療機関

健康増進課成人保健係　☎２３－３９６４

国保特定健康診査

４０歳～７４歳の国民健康保険加入者

（平成２８年４月１日現在）　

１，０００円（本年度中に４０歳、４５歳、５０歳、５５歳

になる人は無料）

国民健康保険以外の人は、加入している医療保

険者に問い合わせてください。

後期高齢者健康診査（健康診査）

後期高齢者医療の資格がある人

５００円

　前立腺がんの検査は、少量の採血でＰＳＡの値

を調べる簡単な検査です。国保特定健康診査や後

期高齢者健康診査の案内に受診票を同封します。

６月１日（水）～１０月３１日（月）の診療時間内

市が指定する観音寺・三豊市内の医療機関

５０歳以上の男性（平成２９年４月１日現在）

６９歳以下＝７００円、７０歳以上＝５００円

国民健康保険・後期高齢者医療加入者以外で検

診を希望する人は、医療機関にある受診票に記

入して検査を受けてください。

健康増進課成人保健係　☎２３－３９６４

　骨粗しょう症は、骨がもろくなり骨折しやすく

なります。自覚症状がほとんどないため自分では

気づきにくい病気です。ぜひ検診を受けましょう。

６月１日（水）～１０月３１日（月）の診療時間内

骨粗しょう症検診実施医療機関

４０歳、４５歳、５０歳、５５歳、６０歳、６５歳、７０歳の

女性（平成２９年４月１日現在）

※対象者には、受診票を送付します。

６９歳以下＝７００円　７０歳＝５００円

健康増進課成人保健係　☎２３－３９６４

受付日時 検診の種類 場　所

６月１４日（火）
　８：３０～１１：００ 胃がん

豊田公民館
　８：３０～１０：００ 大腸がん
１１：００～１１：３０ 大腸がん 粟井公民館

１６日（木） 　８：３０～１１：００ 胃がん、大腸がん
柞田公民館

１７日（金） 　８：３０～１１：００ 胃がん
２０日（月） 　８：３０～１１：００ 胃がん

大野原
いきいき
センター

２１日（火）

　８：３０～１１：００ 胃がん
　９：００～１０：００ 乳がん
　８：３０～１１：００ 大腸がん
１３：３０～１５：００ 子宮頸がん

２２日（水）

　８：３０～１１：００ 胃がん
　９：００～１０：００ 乳がん
　８：３０～１１：００ 大腸がん
１３：３０～１５：００ 子宮頸がん

２３日（木）

　８：３０～１１：００ 胃がん
　９：００～１０：００ 乳がん
　８：３０～１１：００ 大腸がん
１３：３０～１５：００ 子宮頸がん

２４日（金）
　８：３０～１１：００ 胃がん
　９：００～１０：００ 乳がん
　８：３０～１１：００ 大腸がん

２７日（月） 　８：３０～１１：００ 胃がん

保健センター
＊大腸がん検
診の検査キッ
トも併せて受
け付けます。

２８日（火）
　８：３０～１１：００ 胃がん
　９：００～１０：００ 乳がん
１３：３０～１５：００ 子宮頸がん

２９日（水）
　８：３０～１１：００ 胃がん
　９：００～１０：００ 乳がん
１３：３０～１５：００ 子宮頸がん

３０日（木）
　８：３０～１１：００ 胃がん
　９：００～１０：００ 乳がん
１３：３０～１５：００ 子宮頸がん

７月４日（月） 　８：３０～１１：００ 胃がん

豊浜福祉会館

５日（火）

　８：３０～１１：００ 胃がん
　９：００～１０：００ 乳がん
　８：３０～１１：００ 大腸がん
１３：３０～１５：００ 子宮頸がん

６日（水）

　８：３０～１１：００ 胃がん
　９：００～１０：００ 乳がん
　８：３０～１１：００ 大腸がん
１３：３０～１５：００ 子宮頸がん

７日（木）
　８：３０～１１：００ 胃がん
　９：００～１０：００ 乳がん
　８：３０～１１：００ 大腸がん

持参物持
対象対
日時時 内容内

受付期間受
申込先申

人数数
主催主
問合先問

場所所
料金料
注意注

平成２８年度がん検診

年に一度は健康診査

前立腺がん検診

骨粗しょう症検診

問

問

対

対

対

対

対

時

時

時

時

内

内

問

問

問

所

所

所

所

料

料

料

料料

注

注

注
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●食べて治して、ハッピーライフ

６月１０日（金）午前１０時～正午　　　　

調理実習＝動脈硬化～素材を活かしてヘルシ

ーメニュー～

●男性の調理実習

６月１日（水）午前１０時～午後０時３０分

電子レンジで簡単調理＝冷凍保存の方法

●腎臓病教室

６月１６日（木）午前１０時３０分～午後０時３０分

調理実習＝タンパク質をおさえてもおいしい

メニュー、減塩でも工夫次第でおいしく食べ

られる

各教室とも予約が必要

調理実習は実費６００円が必要

　同病院企業団健康管理センター

　　　　　　　　　　　　　☎５２－２７２６

みとよサプリ
６月１５日（水）午後１時３０分～午後２時

受けてみよう大腸検査

三豊総合病院南棟ホール

同病院　☎５２－３３６６

●夜間糖尿病教室

６月９日（木）午後６時～午後７時

糖尿病の合併症（網膜症）、検査について

三豊総合病院健康教室

平成27年度特定健康診査受診状況と受診結果

平成27年度骨粗しょう症健診

　肝臓に炎症がおき、肝細胞が壊れて

働きが悪くなる病気を「肝炎」といい

ます。肝臓の病気といえばお酒の飲み

過ぎを思い浮かべる人が多いと思いま

すが、ウイルスが原因の場合が多くあ

ります。感染していても多くは自覚症状がなく、次第

に肝硬変や肝がんへと進行する人もいます。現在では

新たに感染する人は少ないですが、４０歳以上の人の中

には、気が付かないうちに肝炎ウイルスに感染してい

る人がいます。もし肝炎ウイルスに感染していたとし

ても、早期発見・治療が可能です。採血のみの簡単な

検査なので、この機会に受診してください。

６月１日（水）～１０月３１日（月）の診療時間内

市が指定する観音寺・三豊市内の医療機関

　　　　　４０歳、４５歳、５０歳、５５歳、６０歳、６５歳、

７０歳になる人（平成２９年４月１日現在）で過去に市

の肝炎ウイルス検診を受診していない人（節目対象

者には受診票を送付します）

無料

　　　　　　４１歳以上で、過去に市の肝炎ウイルス

検診を受診していない人

年齢や検査内容により異なるため、問い合わせてく

ださい。

健康増進課成人保健係　☎２３－３９６４

　特定健診の受診率は３６．５％（平成２８年

４月末現在）と低く、特に４０～５０歳代の

受診率が低い状況です。生活習慣病を予

防するために、若い頃から毎年健診を受

ける習慣を身につけましょう。

　骨粗しょう症検診は節目

年齢の女性を対象とした検

診です。５０歳ぐらいから、

骨量が低下しはじめ、骨折

や腰痛の原因となることが

あります。検診を受け、チ

ェックしてください。

受診状況 受診結果

受診者数
（人）

受診率
（％）

４０歳代 ２７７ １９．７

５０歳代 ４２８ ２５．２

６０歳代 ２，１０３ ３８．５

７０～７４歳 １，５７９ ４５．７

計 ４，３８７ ３６．５

受診者数
（人）

受診率
（％）

４０歳・４５歳 １４０ １８．０

５０歳・５５歳 １６６ ２５．１

６０歳・６５歳 ２５５ ２７．０

７０歳 １０１ ３１．０

計 ６６２ ２４．５

異常なし
（人）

要指導
（人）

要精検
（人）

４０歳・４５歳 １３１ ９ ０

５０歳・５５歳 １５３ １１ ２

６０歳・６５歳 １１０ ７０ ７５

７０歳 ２８ ２７ ４６

計 ４２２ １１７ １２３

血　圧 血　糖 脂　質

男 女 男 女 男 女

４０歳代 ３３．８ ３０．８ ３９．２ ３６．７ ４３．２ １９．２

５０歳代 ５２．５ ３９．０ ４８．１ ５３．７ ４４．８ ２２．９

６０歳代 ５５．７ ４７．２ ６５．８ ６５．８ ３６．７ ２５．３

７０～７４歳 ５５．２ ５７．０ ６８．２ ６６．１ ３６．４ ３０．６

要指導・要医療者割合 ５１．０ ６２．６ ３１．５

　特定健診の受診結果（要指導および要医療者割合）は、血糖

値の高い人が受診者の６割以上を占めています。健診結果をよ

く確認し、日々の生活習慣を見直しましょう。

　保健センターで、毎月実施している健康栄養相談にも参加し

てください。
単位（％）

肝炎ウイルス検診

時

時

時

時

時

内

内

内

内

内

問

節目外対象者

節目対象者

時

所

料

料

問

所

注

申問
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健康増進課　☎２３－３９６４

元気印のかんおんじ２１  第２次ヘルスプランの推進
健康増進計画・食育推進計画 生活習慣病予防グループ

今月は、「生活習慣病予防」グループの活動を紹介します

生活習慣病予防グループの今年度の取り組み

「２０２５年問題」
　みなさんは、この言葉をテレビや新聞などで聞いたことがありますか？

　団塊の世代が２０２５年ごろまでに後期高齢者（７５歳以上）に達すること

で、介護・医療費など社会保障費の急増が懸念される問題です。

　今後１０年間で予想される人口の減少や、超高齢社会などにより、私たち

はこの状況にどのように向き合っていけばいいのでしょうか。

　自分たちのできること（しなければならないこと）は何なのかなど、地

域の皆さんと一緒に考えていきたいと計画しています。

②１０年後、自分や家
族（大切な人）がど
うあって欲しいか
イメージして、「今
できること」や「取
り組んでみたいこ
と」などを考え記入

③１０年前の自分や家
族に言ってあげた
いことを記入

①家族の状況を記入

　「１０年先の自分や大切な家族はどうなっているかイメージしてみよう」

をテーマに、地域の公民館などさまざまな場所で、インタビューを行って

いく予定です。

　インタビューに先立ち、「１０年先をイメージするためのシート」を作成し

ました。１０年後も元気で生き生きと生活するためには、どのような生活を

送ればよいか、家族と話し合いながらシートに記入してみましょう。イン

タビューの結果はまとめてお知らせしていきます。

　また、生活習慣病予防グループでは、地域の集まりに参加し出前講座も

実施する予定です。

②１０年後、自分や家族（大切な人）がどうあって欲しいかイメージしてみよう

③１０年前の自分（家族など）に言ってあげたいこと

①今の家族は…

あなたの年齢（　　　歳）性別（ 男性 ・ 女性 ）

あなたの家族（　　　人）家族構成（ 男　　人 ・ 女　　人）

１０年先をイメージするためのシート

シートの記入方法
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　毎年７月は、法務省主唱の「社会を明るくす

る運動」強調月間です。この運動は、犯罪や非

行の防止と、罪を犯した人や青少年の改善更生

について理解を深め、安全な地域社会を築こう

とする全国的な運動です。

　罪を犯した人や非行のある少年も、地域社会

で暮らす一人であり、矯正施設などで罪を償い

教育を受けることになった人も、いずれは改善

更生して社会に復帰し、地域社会の一員として

より良い社会の実現を担う立場にあります。

　更生と社会復帰を実効あるものにするために、

家庭や学校、職場のすべての人が地域の問題と

してとらえ、理解し協力をする必要があります。

　また、犯罪や非行から立ち直ろうとする人た

ちの意欲を認めて、地域の中に受け入れ、見守

り、支えていくことが大切です。

　次の選挙から、投票所入場券の裏面に期日前投票用の宣誓書が印

刷されます。期日前投票所へ行く前に、入場券（裏面）の宣誓書の

指定された部分をあらかじめ記入し、期日前投票所に持っていくと、

投票手続きが早く済みます。ぜひ、利用してください。（本人確認の

ために受付で一部記入していただきます。ご協力をお願いします）

投票所入場券を持参していない人は、これまでと同様に期日前投

票所で宣誓書を記入してください。選挙当日に投票する人は、宣

誓書の記入の必要はありません。

　改修工事のため、従来使用していた第１１投

票区「常磐小学校体育館」および第３０投票区

「大野原農業者トレーニングセンター」の投票

所が使用できません。投票所を下表のとおり

変更していますので、注意してください。

問い合わせ先

　選挙管理委員会事務局　☎２３－３９４５

変更する投票所 変更前 変更後

第１１投票区域
村黒町、植田町

流岡町、出作町の一部

常磐小学校
体育館

常磐なかよし
教室

（常磐幼稚園跡）

第３０投票区域
大野原町（大野原）

大野原農業者
トレーニング

センター

大野原いきいき
センター

（大野原支所横）

問い合わせ先

　選挙管理委員会事務局

　　☎２３－３９４５

もう慣れたかな？
新しい学校・学級・職場・地域

投票所入場券と期日前投票宣誓書が一つに

投票所が変わります

　子どもたちは、それぞれの場所や場面で、自分の

居場所づくりや友だちづくりに頑張っています。家

庭では、子どもから話してくるその日の出来事など

をゆっくり聴き、ねぎらってあげてください。家族

の笑顔や地域の人からの温かい一声が、子どもたち

の元気の源です。

　子どもたちの表情や

行動が気になるときは

気軽に相談してください。

相談専用電話

　☎２３－０９００ ５月中旬までに、上記チラシを市内の
幼稚園、小・中学校に通っている子ど
もがいる全家庭に配布しています。

少年育成センター　☎２５－４２５１

　この運動が地域に定着し、安心・安全に暮らせる

明るい社会になるように「社会を明るくする運動」

の輪を広げましょう。

市内中学校生徒弁論大会

日時　６月１６日（木）　午後１時～

場所　中部中学校体育館

更生保護相談開設

日時　毎日（土・日曜日、祝日を除く）

　　　午前９時～午後４時

場所　大野原支所２階

　　　観音寺地区更生保護サポートセンター

日時　９月１４日（水）　午前９時～正午

場所　社会福祉センター　第１相談室

日時　平成２９年２月２２日（水）　午前９時～午後３時

場所　豊浜福祉会館

問い合わせ先　社会福祉課　☎２３－３９３０

社会を明るくする運動第６６回
犯罪や非行を防止し、立ち直りを支える地域のチカラ

注

　入場券の裏面が期
日前宣誓書になり、
受付がスムーズに！
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　花稲地区地曳網実行委員会が、伝統漁法の魅力を多
くの人に知ってもらうため、開催している人気の企画。
二つの班に分かれて、掛け声とともにロープや網を引
き、捕れた魚はキスやサヨリ、チヌなど。参加者は「貴
重な体験なので楽しみにしていた」「大きな魚が捕れて
うれしい、また参加したい」「捕れた魚を夕飯の天ぷら
にする予定」などと目を輝かせて話していました。

　こどもの読書週間（４月２３日～５月１２日）に合わせ
て行われる図書館行事「キッズ図書館員になろう！」
が中央図書館であり、小学生２６人が図書館員を体験。
普段入ることのできない書庫やカウンターでの本の貸
し出しや返却、図書館にまつわるクイズに答え、スタ
ンプを集めるスタンプラリーなどを通して、本や図書
館に親しみや興味を示していました。

　阿部純也先生（ＮＨＫゆう６うどん体操監修）の運
動講座が観音寺小学校であり１１１人が参加しました。
これは、市民の７５％が運動不足を感じている（特に３０
～４０歳代）と回答したアンケートを基に、その対策と
して企画したもの。腰痛改善にもつながる前屈や肩こ
り予防のストレッチなどワンポイントを加えて紹介し、
参加者は楽しく心地よい汗を流しました。

　ＪＲ豊浜駅前広場で、毎年恒例の「つつじ祭り」が
開催されました。地元須賀自治会によるもちつき大会
や花や野菜の青空市、また地元の子どもちょうさが会
場周辺を練り歩くなど大勢の人でにぎわいました。駅
構内には「市の花・ツツジ」をバックにホームに入っ
てくる電車をカメラに収めたり、鮮やかなツツジを眺
めたり、市内外からたくさんの人が訪れていました。

約２００株、色鮮やかに咲き誇りました

ここはどうしようかな？何色かな？

実技を中心に実践！運動不足解消へ！

人気イベントに１００人参加！地引き網体験！

図書館のことがたくさん分かったよ

244 15

85

55

　自由な発想と感性豊かな心を育てるため、平成２８年
度１回目の「観音寺子どもの夢事業」が観音寺小学校
で開催されました。大学教授や染色アーティストを招
き、１年生は草花などを使った緑画制作、２年生は小
枝と輪ゴムを使ってのオブジェ作り、３年生は染色活
動と、生き生きとした表情の子どもたち。友だちと相
談しながら、個性豊かな作品が完成しました。

かがわ・山なみ芸術祭（５月１５日～２９日に五郷地区で開催）に完成した作品を出品！

27.28. 24 5

本のコーティング（カバー付け）を見学
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　１００歳を迎えた豊 二男さん（大野原町）を、白川市
長が訪問し、長寿を祝いました。「戦争体験から助け合
いの大切さを学んだ。また、元気で過ごせているのは、
みんなのおかげ、ありがとうございます」と戦争中に
感じたことや感謝の気持ちなどを話してくれました。
１００歳を迎えた今でも、とても元気で、毎日畑に行き
サツマイモなどを作っているそうです。これからもお
元気でお過ごしください。

ご長寿おめでとうございます174

125

135

115

135

15~29
5

　１００歳を迎えた村上スミさん（大野原町）を、白川市
長が訪問し、長寿を祝いました。スミさんはとてもお
元気で、身の回りのことは自分で行い、天気の良い日
は草抜きなどをして過ごしています。１０人兄弟の末っ
子として育ったスミさん。「これまでよく働いてきまし
た。今日はとてもうれしい」と終始笑顔で、家族や親戚
の人たちに囲まれながら、市長と握手を交わしました。

祝１００歳、いつまでもお元気で

　柞田老人クラブの世代間交流ふれあいスポーツ大会
がありました。柞田保育所や柞田幼稚園の子どもたち
と自己紹介や握手をした後、だるま運びやわらべ歌体
操を楽しむ会員の皆さん。｢ひ孫くらいの子どもたちに
パワーをもらっている｣｢かわいい声が聞けてにぎやか
でうれしい｣ と、五月晴れの青空の下、拍手や声援を
送りながら和やかなひとときを過ごしていました。

　「人・渓谷・水の流域」をエリアテーマに、香川県の
山間部を舞台としたかがわ・山なみ芸術祭２０１６が大
野原町五郷地区（８カ所）で開催されました。国内外
から２１組のアーティストが絵画やオブジェ、映像など
２８の現代アート作品を展示。五郷の自然の特性を十分
に生かし、地域の人とアーティストが一体となって完
成した作品をたくさんの人が鑑賞していました。

子どもたちとの触れ合いが元気のもと

ゆったりと芸術を楽しみました

　愛和保育園で、子どもたちが楽しみにしているチャ
レンジ音楽がありました。阿部先生の指導の下、園
児全員が６月の運動会や秋のコンサートなどを目標に、
歌を歌ったり楽器に触れたりしながら、一年を通じて
音楽に親しんでいます。この日の練習は運動会で披露
するマーチング。５歳児は自分のパートの楽器や隊形
移動など、真剣な表情で練習に取り組んでいました。

想像力や心も育む　チャレンジ音楽

　健康づくりをしながら、ふる里の良さを再発見しよ
うと実施している、ふる里探検ウオーキング。「はだし
で有明浜を歩こう」と題した有明浜コース（約３㎞）
には、珍しい海浜植物の観察や話を聞きながら歩くこ
とを楽しみに約５０人が参加しました。「砂が気持ちい
い」「こんな機会でないとはだしで歩くことがない」と
仲間と楽しくウオーキングをしていました。

有明浜の魅力を肌で感じました
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問合先申込受付期間 注意注持参物持 主催主

児
童
扶
養
手
当

父
母
の
離
婚
な
ど
で
、
父
ま

た
は
母
と
生
計
を
同
じ
く
し

て
い
な
い
子
ど
も
を
育
成
す

る
家
庭
（
ひ
と
り
親
家
庭
等
）

の
生
活
の
安
定
と
自
立
の
促

進
に
寄
与
し
、
子
ど
も
の
福

祉
の
増
進
を
図
る
こ
と
を
目

的
に
支
給
さ
れ
る
手
当
で
す
。

支
給
要
件
な
ど
、
詳
し
く
は

子
育
て
支
援
課
に
問
い
合
わ

せ
て
く
だ
さ
い
。

１８
歳
に
達
す
る
日
以
後
、
最

初
の
３
月
３１
日
ま
で
（
心
身

に
中
程
度
以
上
の
障
が
い
が

あ
る
児
童
は
、
２０
歳
の
誕
生

日
の
前
日
の
属
す
る
月
ま
で
）

福
祉
施
設
に
入
所
し
て
い
る
、

事
実
婚
が
あ
る
な
ど
、
手
当

を
受
け
ら
れ
な
い
場
合
が
あ

り
ま
す
。

平
成
２６
年
１２
月
手
当
分
か
ら

公
的
年
金
等
を
受
給
し
て
い

る
人
も
、
年
金
額
が
児
童
扶

養
手
当
の
額
よ
り
低
い
場
合

に
は
、
そ
の
差
額
分
の
児
童

扶
養
手
当
を
受
給
で
き
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
た
だ
し
、

児
童
扶
養
手
当
額
は
、
所
得

に
応
じ
て
決
ま
り
ま
す
。

特
別
児
童
扶
養
手
当

精
神
ま
た
は
身
体
に
一
定
以

上
の
障
が
い
が
あ
る
児
童
を

家
庭
で
養
育
し
て
い
る
人

２０
歳
の
誕
生
日
の
前
日
の
属

す
る
月
ま
で

児
童
が
児
童
福
祉
施
設
に
入

所
し
て
い
る
場
合
な
ど
、
手

当
が
受
け
ら
れ
な
い
場
合
が

あ
り
ま
す
。

子
育
て
支
援
課

　
　
　
　☎

２３

−

３
９
６
２

　後
期
高
齢
者
医
療
の
医
療
費

通
知
の
は
が
き
を
昨
年
度
ま
で
、

年
４
回
（
６
・
９
・
１２
・
３
月
）

送
付
し
て
い
ま
し
た
が
、
平
成

２８
年
度
か
ら
年
２
回
（
９
・
３

月
）
に
な
り
ま
す
。
な
お
、
医

療
費
は
総
額
を
記
載
し
て
い
ま

す
の
で
、
確
認
の
際
は
、
注
意

し
て
く
だ
さ
い
。

香
川
県
後
期
高
齢
者
医
療
広

域
連
合
事
務
局

☎
０
８
７

−

８
１
１

−

１
８
６
６

　観
音
寺
市
情
報
公
開
条
例
に

基
づ
き
、
平
成
２７
年
度
に
請
求

の
あ
っ
た
行
政
文
書
の
開
示
請

求
件
数
は
２３
件
で
、
そ
の
う
ち

全
部
開
示
が
８
件
、
一
部
開
示

が
１４
件
、
不
開
示
が
１
件
で
し

た
。
な
お
、
不
服
申
立
て
は
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
。

総
務
課
法
務
文
書
係

　
　
　
　☎

２３

−

３
９
０
０

　現
況
届
は
、
引
き
続
き
年
金

を
受
給
す
る
資
格
が
あ
る
か
ど

う
か
を
、
毎
年
１
回
受
給
権
者

か
ら
の
届
け
出
に
よ
り
確
認
す

る
も
の
で
す
。
現
在
農
業
者
年

金
を
受
給
し
て
い
る
人
は
、
現

況
届
を
６
月
３０
日
（
木
）
ま
で
に

必
ず
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
現

況
届
の
用
紙
は
、
農
業
者
年
金

基
金
か
ら
直
接
送
付
さ
れ
ま
す
。

　未
提
出
の
場
合
に
は
、
年
金

の
支
払
い
が
一
時
差
し
止
め
に

な
り
ま
す
の
で
、
注
意
し
て
く

だ
さ
い
。

農
業
委
員
会
事
務
局

　
　
　
　☎

２３

−

３
９
４
８

大
野
原
支
所
☎
５４

−

５
７
０
０

豊
浜
支
所
☎
５２

−

１
２
０
０

　６
月
以
降
の
児
童
手
当
を
受

け
る
に
は
現
況
届
の
提
出
が
必

要
で
す
。
現
況
届
は
、
６
月
分

以
降
の
児
童
手
当
を
引
き
続
き

受
け
る
要
件
（
児
童
の
監
督
や

保
護
、
生
計
同
一
の
関
係
な
ど
）

を
満
た
し
て
い
る
か
ど
う
か
を

確
認
す
る
た
め
の
も
の
で
す
。

　対
象
者
に
は
、
現
況
届
の
用

紙
を
６
月
上
旬
に
郵
送
し
ま
す
。

内
容
を
確
認
し
、
必
要
事
項
を

記
入
、
押
印
し
て
期
間
内
に
同

封
の
返
信
用
封
筒
で
返
送
し
て

く
だ
さ
い
。

　
　
　６
月
３０
日
（
木
）

　
　子
育
て
支
援
課

　
　
　返
信
用
封
筒
で
郵
送

　

・
現
況
届

・
健
康
保
険
証
（
現
況
届
に
記

載
の
あ
る
受
給
者
）
の
コ
ピ

ー
・
平
成
２８
年
１
月
１
日
に
、
観

音
寺
市
に
住
所
が
な
か
っ
た

人
は
平
成
２８
年
度
所
得
課
税

証
明
書
が
必
要

・
児
童
の
住
所
が
市
外
に
あ
る

場
合
は
、
別
居
監
護
申
立
書

と
住
民
票
（
児
童
を
含
む
世

帯
全
員
の
本
籍
、
筆
頭
者
、

続
柄
等
全
て
記
載
の
も
の
）

が
必
要

提
出
が
な
い
場
合
は
、
６
月

以
降
の
手
当
が
受
け
ら
れ
な

く
な
り
ま
す
の
で
、
必
ず
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
状
況
に
よ
り
他
の
書

類
が
必
要
な
場
合
が
あ
り
ま

す
。

子
育
て
支
援
課

　
　
　
　☎

２３

−

３
９
６
２

平
成
２７
年
度

情
報
公
開
制
度
の
運
用
状
況

６
月
は
農
業
者
年
金

　
　
現
況
届
の
提
出
月

申
請
が
必
要
で
す

　
児
童
扶
養
手
当

　
特
別
児
童
扶
養
手
当

後
期
高
齢
者
医
療
の

医
療
費
通
知
の
郵
送
が

年
２
回
に
な
り
ま
し
た

市
役
所
か
ら
の

お
知
ら
せ

お
知
ら
せ

６
月
は
「
児
童
手
当
・
特
例

給
付
」
の
現
況
届
の
提
出
月

注

注

注

提
出
先

提
出
期
限

提
出
方
法

必
要
書
類

受
給
期
間

受
給
期
間

提
出
先
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日時 場所 内容 対象 募集人数 料金料講師講

国
民
健
康
保
険
、
後
期
高
齢
者

医
療
で
は

　国
民
健
康
保
険
や
後
期
高
齢

者
医
療
の
被
保
険
者
が
、
交
通

事
故
な
ど
第
三
者
の
不
法
行
為

で
、
け
が
や
病
気
を
し
た
場
合

は
、
被
保
険
者
の
届
け
出
に
よ

り
保
険
診
療
を
受
け
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
届
け
出
後
、
国
民

健
康
保
険
や
後
期
高
齢
者
医
療

制
度
が
一
時
的
に
医
療
費
を
立

て
替
え
、
後
で
加
害
者
に
請
求

し
ま
す
。

　事
故
に
遭
っ
た
と
き
は
、
必

ず
届
け
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。

こ
の
届
け
出
（
傷
病
届
等
関
係

書
類
の
提
出
）
は
法
律
で
義
務

付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

加
害
者
か
ら
治
療
費
を
受
け

取
っ
た
り
示
談
を
済
ま
せ
た

り
す
る
と
、
立
て
替
え
た
医

療
費
を
加
害
者
に
請
求
で
き

な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

届
け
出
に
必
要
な
も
の

　被
保
険
者
証
、
印
鑑
、
交
通

事
故
証
明
書
の
写
し
な
ど
、
詳

し
く
は
、
問
い
合
わ
せ
て
く
だ

さ
い
。

健
康
増
進
課
、
各
支
所

健
康
増
進
課
（
国
保
・
後
期
）

　
　
　
　☎

２３

−

３
９
２
７

香
川
県
後
期
高
齢
者
医
療
広

域
連
合
事
務
局
（
後
期
の
み
）

☎
０
８
７

−

８
１
１

−

１
８
６
６

　受
け
付
け
方
法
や
空
き
状
況

な
ど
詳
し
く
は
、
問
い
合
わ
せ

て
く
だ
さ
い
。

午
前
９
時
～
午
後
５
時

（
土
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除
く
）

　観
音
寺
市
民
会
館
準
備
事

務
所
（
文
化
振
興
課
内
）

　
　
　
　☎

２３

−

３
９
３
９

　平
成
２８
年
６
月
１
日
現
在
で

全
国
一
斉
に
経
済
セ
ン
サ
ス

−

活
動
調
査
が
行
わ
れ
ま
す
。
全

て
の
事
業
所
・
企
業
の
売
上
（
収

入
）
金
額
や
費
用
な
ど
の
経
理

項
目
を
把
握
し
、
経
済
活
動
を

全
国
的
に
明
ら
か
に
す
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　調
査
票
は
、
国
か
ら
の
郵
送

ま
た
は
調
査
員
に
よ
る
配
布
が

行
わ
れ
て
い
ま
す
。
調
査
票
の

記
入
内
容
は
厳
重
に
守
ら
れ
ま

す
の
で
、
安
心
し
て
回
答
し
て

く
だ
さ
い
。

　イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し

た
回
答
が
便
利
で
す
。
ぜ
ひ
、

利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

　企
画
課
情
報
統
計
係

　
　
　
　
　☎

２３

−

３
９
１
７

　住
民
票
の
写
し
等
の
不
正
請

求
や
不
正
取
得
か
ら
個
人
情
報

を
守
り
、
個
人
の
権
利
の
侵
害

を
防
ぐ
た
め
「
登
録
型
本
人
通

知
制
度
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

事
前
に
登
録
し
た
人
の
住
民
票

の
写
し
等
を
本
人
の
代
理
人
や

第
三
者
に
交
付
し
た
と
き
、
本

人
に
お
知
ら
せ
す
る
制
度
で
す
。

●

事
前
登
録
が
で
き
る
人

・
本
市
の
戸
籍
に
記
載
さ
れ
て

い
る
人
（
除
籍
を
含
む
）

・
本
市
の
住
民
基
本
台
帳
に
記

載
さ
れ
て
い
る
人
（
除
票
を

含
む
）

●

登
録
方
法

　本
人
通
知
制
度
事
前
登
録
申

込
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、

市
民
課
も
し
く
は
各
支
所
の
窓

口
で
登
録
の
手
続
き
を
し
て
く

だ
さ
い
。
郵
送
に
よ
る
手
続
き

も
で
き
ま
す
。

●

登
録
に
必
要
な
も
の

・
運
転
免
許
証
や
保
険
証
な
ど

の
本
人
確
認
書
類

・
法
定
代
理
人
に
よ
る
申
請
の

場
合
は
、
戸
籍
謄
本
な
ど
資

格
を
証
明
す
る
書
類
（
た
だ

し
、
本
市
に
備
え
付
け
の
公

簿
等
で
確
認
で
き
る
と
き
は

省
略
で
き
ま
す
）
と
法
定
代

理
人
の
本
人
確
認
書
類

・
代
理
人
に
よ
る
申
請
の
場
合

は
、
委
任
状
と
代
理
人
の
本

人
確
認
書
類

●

通
知
対
象
と
な
る
証
明
書

・
住
民
票
の
写
し
（
除
票
を
含

む
）

・
住
民
票
の
記
載
事
項
証
明
書

・
戸
籍
の
附
票
の
写
し
（
除
附

票
、
改
製
原
を
含
む
）

・
戸
籍
の
謄
・
抄
本
（
除
籍
、

改
製
原
を
含
む
）

・
戸
籍
の
記
載
事
項
証
明
書

●

交
付
の
通
知

　交
付
通
知
書
に
は
、
次
の
４

項
目
が
記
載
さ
れ
ま
す
。

①
交
付
し
た
日

②
交
付
し
た
証
明
書
の
種
類

（
住
民
票
の
写
し
、
戸
籍
謄
本

等
）

③
交
付
枚
数

④
交
付
請
求
者
の
種
別
（
本
人

等
の
代
理
人
、
そ
れ
以
外
の

第
三
者
）

　市
民
課
市
民
係

　
　
　
　
　☎

２３

−

３
９
２
４

経
済
セ
ン
サ
ス
ー
活
動
調
査
に

　
　
　
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

観
音
寺
市
民
会
館
利
用

　
申
し
込
み
を

　
受
け
付
け
て
い
ま
す

登
録
型
本
人
通
知
制
度
の

　
　
　
　
　
　
お
知
ら
せ

交
通
事
故
に
遭
っ
た
と
き

注
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問合先申込受付期間 注意注持参物持 主催主

ま
す
。
次
世
代
の
た
め
に
も
、

き
れ
い
な
河
川
や
海
を
み
ん
な

で
守
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

６
月
第
４
土
・
日
曜
日

１２
月
第
１
土
・
日
曜
日

回
収
日
の
前
日
の
午
後

（
天
候
に
よ
り
変
更
に
な
る

場
合
が
あ
り
ま
す
）

Ｊ
Ａ
香
川
県
五
郷
支
店
、
大

野
原
中
央
集
会
場
自
転
車
置

き
場

　詳
し
く
は
、
問
い
合
わ
せ
て

く
だ
さ
い
。

　大
野
原
中
央
公
民
館

　
　
　
　
　☎

５４

−

５
７
１
１

　
　
　６
月
５
日
は
環
境
の
日

　こ
れ
は
、
１
９
７
２
年
に
ス

ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
で
開
催
さ
れ
た

「
国
連
人
間
環
境
会
議
」
を
記
念

し
て
定
め
ら
れ
ま
し
た
。

　本
市
で
も
「
観
音
寺
市
美
し

い
ま
ち
づ
く
り
条
例
」
を
定
め
、

環
境
問
題
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
美
し
い
ま
ち
に
す
る
た
め

に
、
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　生
活
環
境
課

　
　
　
　
　☎

２５

−

２
６
９
８

　「
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類
」
と
し

て
排
出
さ
れ
た
透
明
の
袋
の
中

に
缶
や
ビ
ン
、
金
属
類
が
混
入

し
て
い
ま
す
。「
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
類
」
の
み
の
分
別
に
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

　不
燃
ご
み
は
、
年
間
約
１
、

２
７
０
ト
ン
収
集
さ
れ
、
そ
の

う
ち
約
８０
％
が
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
類
で
、
固
形
燃
料
（
Ｒ
Ｐ
Ｆ
）

な
ど
に
リ
サ
イ
ク
ル
さ
れ
て
い

ま
す
。

廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類
と
は
？

ラ
ッ
プ
類
、
お
菓
子
や
冷
凍

食
品
の
袋
、
レ
ジ
袋
、
フ
ィ

ル
ム
状
の
袋
（
タ
バ
コ
の
外

装
な
ど
）、
生
鮮
食
品
の
ト
レ

イ
や
パ
ッ
ク
、
発
砲
ス
チ
ロ

ー
ル
、
そ
の
他
次
の
マ
ー
ク

を
付
し
た
も
の

　容
器
は
、
水
で
軽
く
洗
い
、

透
明
の
袋
に
入
れ
て
く
だ
さ
い
。

燃
え
る
ご
み
の
中
に
は
入
れ
な

い
で
く
だ
さ
い
。

　新
聞
や
雑
誌
類
、
段
ボ
ー
ル
、

ア
ル
ミ
製
品
類
、
そ
の
他
の
金

属
類
も
分
別
収
集
し
、
リ
サ
イ

ク
ル
し
て
い
ま
す
。

　生
活
環
境
課

　

　
　
　
　
　☎

２５

−

２
６
９
８

市
民
課
市
民
係

　
　
　
　
　☎

２３

−

３
９
２
４

　自
営
業
者
や
退
職
者
（
失
業
）

な
ど
の
第
１
号
被
保
険
者
（
学

生
以
外
）
で
、
保
険
料
の
納
付

が
困
難
な
人
は
、
申
請
に
よ
っ

て
保
険
料
の
免
除
ま
た
は
猶
予

が
受
け
ら
れ
ま
す
。
年
金
手
帳

と
印
鑑
、
失
業
し
た
場
合
は
雇

用
保
険
受
給
資
格
者
証
ま
た
は

雇
用
保
険
被
保
険
者
離
職
票
を

持
参
し
、
市
民
課
ま
た
は
各
支

所
で
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

　な
お
、
保
険
料
の
免
除
や
猶

予
は
、
前
年
所
得
が
審
査
対
象

で
す
。
確
定
申
告
な
ど
を
忘
れ

ず
に
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
保
険
料
免
除
制
度

　申
請
者
本
人
や
配
偶
者
、
世

帯
主
そ
れ
ぞ
れ
の
前
年
所
得
に

応
じ
、
全
額
、
４
分
の
３
、
半

額
、
４
分
の
１
の
４
段
階
で
保

険
料
が
免
除
さ
れ
ま
す
。

　全
額
免
除
以
外
は
、
定
め
ら

れ
た
一
部
の
保
険
料
を
、
納
め

な
け
れ
ば
未
納
に
な
り
ま
す
。

《
免
除
を
受
け
た
場
合
》

・
受
給
資
格
期
間
に
算
入
さ
れ

ま
す
。

・
受
給
金
額
は
免
除
さ
れ
た
割

合
に
よ
っ
て
減
額
さ
れ
ま
す
。

　（
追
納
制
度
あ
り
）

◆
若
年
者
納
付
猶
予
制
度

　学
生
を
除
く
３０
歳
未
満
の
人

で
、
申
請
者
本
人
や
配
偶
者
そ

れ
ぞ
れ
の
前
年
所
得
に
応
じ
て

保
険
料
納
付
が
猶
予
さ
れ
ま
す
。

《
猶
予
を
受
け
た
場
合
》

・
受
給
資
格
期
間
に
算
入
さ
れ

ま
す
。

・
追
納
し
な
い
限
り
受
給
金
額

に
算
入
さ
れ
ず
、
減
額
さ
れ

ま
す
。（
追
納
制
度
あ
り
）

☆
追
納
制
度
と
は

　免
除
や
猶
予
を
受
け
る
と
、

保
険
料
を
全
額
納
付
し
た
場
合

に
比
べ
、
受
給
額
は
減
額
さ
れ

ま
す
。
た
だ
し
、
１０
年
以
内
で

あ
れ
ば
、
後
か
ら
保
険
料
を
納

付
（
追
納
）
で
き
、
将
来
受
け

取
る
年
金
額
を
満
額
に
近
づ
け

ら
れ
ま
す
。

　な
お
、
免
除
や
猶
予
の
承
認

を
受
け
た
年
度
か
ら
起
算
し
て
、

３
年
度
目
以
降
に
追
納
す
る
場

合
は
、
当
時
の
保
険
料
に
一
定

の
金
額
が
加
算
さ
れ
ま
す
。

日
本
年
金
機
構
善
通
寺
年
金

事
務
所

　☎
０
８
７
７

−

６
２

−

１
６
６
２

　浄
化
槽
は
、
生
活
排
水
を
き

れ
い
に
し
て
環
境
保
全
に
大
き

な
役
割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。

こ
の
機
能
を
維
持
す
る
た
め
保

守
点
検
・
清
掃
・
法
定
検
査
を

行
う
こ
と
が
浄
化
槽
法
で
義
務

付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　知
事
指
定
検
査
機
関
（
公
社
）

香
川
県
浄
化
槽
協
会
が
、
順
次

受
検
案
内
を
送
付
し
ま
す
。
趣

旨
を
理
解
い
た
だ
き
、
受
検
し

て
く
だ
さ
い
。

　（
公
社
）
香
川
県
浄
化
槽
協
会

　☎
０
８
７

−

８
８
１

−

６
６
０
０

　下
水
道
課
☎
２５

−

６
８
９
０

捨
て
れ
ば
環
境
汚
染
に
！

回
収
す
れ
ば
大
切
な
資
源
に
！

　大
野
原
婦
人
会
で
は
、
再
利

用
し
、
環
境
を
守
る
こ
と
を
目

的
に
年
２
回
、
廃
食
油
を
回
収

し
て
い
ま
す
。
廃
食
油
は
、
飼

料
や
肥
料
、
燃
料
な
ど
に
リ
サ

イ
ク
ル
さ
れ
ま
す
。

　会
員
で
な
く
て
も
、
市
内
在

住
の
人
な
ら
誰
で
も
利
用
で
き

大
野
原
婦
人
会

　
　
　
環
境
保
全
活
動

毎
年
受
け
ま
し
ょ
う

　
浄
化
槽
の
法
定
検
査

６
月
は
環
境
月
間
で
す

国
民
年
金
の

免
除
制
度
・
猶
予
制
度

廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
な
ど
の

　
　
　
　
分
別
の
お
願
い

廃
食
油
回
収
日

ド
ラ
ム
缶
設
置
日

ド
ラ
ム
缶
設
置
場
所
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日時 場所 内容 対象 募集人数 料金料講師講

　安
全
で
安
心
し
て
暮
ら
す
た

め
に
は
、
消
費
者
情
報
は
欠
か

せ
ま
せ
ん
。

　消
費
者
友
の
会
で
は
２
カ
月

に
１
回
程
度
、
消
費
者
講
座
を

開
催
し
、
自
主
性
を
も
っ
て
行

動
す
る
消
費
者
に
な
る
た
め
の

学
習
や
啓
発
活
動
を
行
っ
て
い

ま
す
。

市
内
在
住
で
、
消
費
者
問
題

に
関
心
が
あ
る
人

年
会
費
５
０
０
円

　商
工
観
光
課

　
　
　
　☎

２３

−

３
９
３
３

　（
公
財
）
香
川
県
農
地
機
構
は
、

農
地
の
出
し
手
か
ら
農
地
を
借

り
受
け
、
受
け
手
と
な
る
担
い

手
の
規
模
拡
大
や
利
用
す
る
農

地
の
集
約
化
に
配
慮
し
て
転
貸

す
る
こ
と
で
、
担
い
手
の
経
営

安
定
や
地
域
の
農
地
利
用
の
最

適
化
を
進
め
て
い
ま
す
。

　農
地
を
借
り
る
た
め
に
は
、

借
り
受
け
希
望
者
と
し
て
登
録

が
必
要
と
な
り
ま
す
。
農
業
委

員
会
事
務
局
内
に
農
地
集
積
専

門
員
が
常
駐
し
て
い
ま
す
の
で
、

相
談
の
う
え
、
登
録
を
お
願
い

し
ま
す
。

　農
業
委
員
会
事
務
局

　
　
　
　
　☎

２３

−

３
９
４
８

　６
月
１
日
～
７
日
は
第
５８
回

水
道
週
間
で
す
。
水
道
へ
の
理

解
と
関
心
を
深
め
て
も
ら
う
た

め
、
水
道
週
間
に
合
わ
せ
て
茂

木
浄
水
場
を
一
般
開
放
し
ま
す
。

楽
し
い
イ
ベ
ン
ト
も
予
定
し
て

い
ま
す
。
ぜ
ひ
見
学
に
来
て
く

だ
さ
い
。

６
月
５
日
（
日
）

午
前
９
時
～
午
後
４
時

小
学
生
の
作
品
展
示
は
、
こ

と
し
か
ら
市
役
所
１
階
エ
ン

ト
ラ
ン
ス
ホ
ー
ル
で
、
６
月

１
日
～
７
日
ま
で
行
い
ま
す
。

　水
道
局
工
務
課

　
　
　
　☎

２５

−

５
２
４
１

６
月
４
日
（
土
）
式
典

午
後
２
時
～

６
月
１９
日
（
日
）
イ
ベ
ン
ト

午
前
９
時
～
午
後
３
時

粟
井
神
社
境
内

約
３
千
株
の
色
と
り
ど
り
の

ア
ジ
サ
イ
が
咲
き
誇
る
境
内

で
、
バ
ザ
ー
や
イ
ベ
ン
ト
な

ど
を
開
催

粟
井
あ
じ
さ
い
祭
り
実
行
委

員
会
（
粟
井
公
民
館
内
）

　
　
　
　☎

２７

−

６
２
０
９

７
月
２６
日
（
火
）
午
前
１０
時
～

観
音
寺
中
央
高
等
学
校
食
物

実
習
室
１

観
音
寺
中
央
高
等
学
校
食
物

系
列
３
年
生

地
元
の
旬
の
魚
の
さ
ば
き
方

を
学
ぶ

小
学
生
の
親
子
１０
組

定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り

６
月
３
日
（
金
）
午
前
９
時
～

電
話
申
し
込
み
可

エ
プ
ロ
ン
、
ハ
ン
ド
タ
オ
ル

無
料　農

林
水
産
課

　
　
　
　☎

２３

−

３
９
３
１

農
地
の
借
り
受
け

　
　
　
希
望
者
募
集

消
費
者
友
の
会
会
員
募
集

茂
木
浄
水
場
を
見
学
し
よ
う

親
子
料
理
教
室　

　
魚
の
さ
ば
き
方
教
室

第
３０
回

粟
井
あ
じ
さ
い
祭
り

食育コーナー

　蒸し暑さが増してくる時季になりました。給食では、水分補給がで

き、食欲をそそる献立作りに努めています。

　今月紹介するジャージャー麺は、本格中華とまではいきませんが、

ビビンバのご飯を麺に置き換えた豚肉みそ麺で、給食風にアレンジし

ています。子どもたちにはとても人気があります。この献立には、最

近栽培が増えている空
くう

芯
しん

菜
さい

とヒジキのかき揚げを加え、麺料理にも副

菜を必ず組み合わせて食べるよう指導をしています。

給食のジャージャー麺　人気です

学校給食課　☎５７－６６６０

★小型キャロットパン　★ジャージャー麺
★ヒジキと空芯菜のかきあげ　★ミニトマト
★オレンジジュース　★牛乳

〈献立〉観音寺学校給食センター

〈４人分〉材　料

中華麺４玉、豚ももひき肉２００ｇ、炒り卵９０ｇ

（卵２個分）、キュウリ１５０ｇ（約１．５本）、にん

じん６０ｇ（約１／２本）、ごま油少々、調味料（濃

口しょうゆ大さじ１、三温糖大さじ１、ショ

ウガ少々、ネギ２本）、スープ（赤みそ大さじ

２、三温糖小さじ２、中華スープ小さじ１、

濃口しょうゆ大さじ１と１／２、水５００ｃｃ）

❶中華麺をゆで、ごま油をまぶしておく。

❷豚肉にショウガとネギ、調味料で下味を付けた後、油で炒める。

❸❷にスープの調味料を加えて火を通し、豚みそ味スープを作る。

❹卵を炒り卵にし、キュウリとニンジンは千切りにしてさっとゆ

でておく。

❺中華麺の上に❹を彩りよく飾り、❸のスープ（１人約１５０ＣＣ）

をかけていただく。

作り方ジャージャー麺

募
　集

イ
ベ
ン
ト
・
催
し

料

料

持

注

講

財田川

●観音寺第一高等学校

県道観音寺池田線

市道財田川左岸線

市道財田川右岸線

至市役所

観音寺市
水道局
茂木浄水場

●喫茶店

大
小
路
橋

稲
積
橋

●病院

●コンビニ
　エンストア

●病院

イベント会場

河川敷駐車場
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問合先申込受付期間 注意注持参物持 主催主

６
月
５
日
（
日
）

観
音
寺
中
学
校
、
中
部
中
学

校
、
豊
浜
中
学
校

６
月
１９
日
（
日
）

大
野
原
中
学
校

７
月
５
日
、
１２
日
、
１９
日
、

２６
日
（
火
曜
日
・
全
４
回
）

午
後
８
時
～
午
後
９
時
３０
分

豊
浜
小
学
校
体
育
館

初
心
者
、
経
験
者
も
可

体
育
館
シ
ュ
ー
ズ
、
タ
オ
ル
、

飲
み
物
な
ど

６
月
２９
日
（
水
）
ま
で

観
音
寺
市
体
育
協
会

　豊
浜
中
央
公
民
館

　
　
　
　☎

５２

−

１
２
０
３

企
業
５０
社
程
度
参
加
予
定

　観
音
寺
市
内
と
三
豊
市
内
の

企
業
と
就
労
希
望
者
を
結
び
つ

け
る
こ
と
で
、
新
た
な
労
働
力

の
開
拓
や
人
材
確
保
、
定
住
に

つ
な
げ
る
た
め
、
合
同
就
職
説

明
会
を
開
催
し
ま
す
。

７
月
２
日
（
土
）

午
後
１
時
～
午
後
４
時

高
瀬
町
農
村
改
善
セ
ン
タ
ー

１
階
、
３
階
（
三
豊
市
役
所
前
）

地
元
の
高
校
生
、
Ｕ
Ｉ
Ｊ
タ

ー
ン
者
（
大
学
な
ど
の
新
卒

者
お
よ
び
既
卒
者
）

商
工
観
光
課

　
　
　
　☎

２３

−

３
９
３
３

女
子
の
部

１
チ
ー
ム
６
人
以
内
（
選
手

４
人
）

○

１
部
＝
平
均
年
齢
４５
歳
未
満

○

２
部
＝
平
均
年
齢
４５
歳
以
上

　（
男
女
混
合
の
部
と
重
複
不
可
）

男
女
混
合
の
部

男
性
２
人
ま
で

６
月
１９
日
（
日
）

午
前
８
時
１０
分
か
ら
受
け
付
け

市
立
総
合
体
育
館

市
内
在
住
ま
た
は
市
内
に
勤

務
す
る
人

３
０
０
円
／
人
（
保
険
料
含

む
）

６
月
７
日
（
火
）
ま
で

　市
民
ス
ポ
ー
ツ
課

　
　
　
　☎

２３

−

３
９
４
１

７
月
１
日
～
２９
日
の
火
・
金

曜
日
（
全
８
回
）
午
後
７
時
３０

分
～
午
後
９
時
３０
分

小
雨
決
行
、
雨
天
の
場
合
順

延
あ
り

７
月
３１
日
（
日
）
テ
ニ
ス
教
室

交
流
大
会

市
総
合
運
動
公
園
テ
ニ
ス
コ

ー
ト

６０
人

定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り

２
、
０
０
０
円
／
人
（
保
険

料
含
む
）

６
月
２０
日
（
月
）
ま
で

当
日
受
け
付
け
不
可

観
音
寺
市
体
育
協
会

　市
民
ス
ポ
ー
ツ
課

　
　
　
　☎

２３

−

３
９
４
１

７
月
３
日
、
１０
日
、
２４
日
、

３１
日
（
日
曜
日
・
全
４
回
）

午
後
１
時
～
午
後
３
時

観
音
寺
小
学
校
プ
ー
ル

５
歳
以
上
で
保
護
者
が
付
き

添
え
る
人

３０
人
（
先
着
順
）

１
、
０
０
０
円
／
人

６
月
６
日
（
月
）
か
ら
定
員
に

な
り
次
第
締
め
切
り

観
音
寺
市
体
育
協
会

　市
民
ス
ポ
ー
ツ
課

　
　
　
　☎

２３

−

３
９
４
１

月　日 ス　ポ　ー　ツ　行　事

６／１１

三観地区中学校総合体育大会陸上競技
９：００～／総合運動公園
平成２８年度県ジュニア四国ジュニア予選会（新体操）
９：００～／市立総合体育館

１２

観音寺中央ライオンズクラブ杯中高交流サッカー大会（若草杯）
９：００～／総合運動公園
第４０回市長杯一般男女バレーボール大会
９：００～／萩原体育館ほか
少林寺拳法香川県大会
１０：００～／市立総合体育館

１６
観音寺親睦グラウンド・ゴルフ交歓大会
８：３０～／総合運動公園

１９
平成２８年度地区別町別男子ソフトボール大会
９：００～／総合運動公園

１９・２６
７／１０

第１１回市長旗争奪軟式野球大会
９：００～／総合運動公園

２６

第６２回交流大会（ペタンク）
８：００～／財田川河川敷一ノ谷コート
第１１回市スポーツ少年団交流体育祭
８：３０～／市立総合体育館
全日本ゲートボール選手権香川県大会
８：３０～／萩の丘公園ゲートボール場

７／２・９

三観地区中学校総合体育大会ソフトテニス競技
８：３０～／総合運動公園ほか
三観地区中学校総合体育大会サッカー競技
９：００～／総合運動公園

２・３・９
三観地区中学校総合体育大会野球競技
８：４０～／総合運動公園ほか１会場

５
第１６回香川県普及指導員研修大会（グラウンド・ゴルフ）
９：００～／総合運動公園

９・１０
三観地区中学校総合体育大会バドミントン競技
９：００～／市立総合体育館

参
加
者
募
集

観
音
寺
市
テ
ニ
ス
教
室

三
豊
市
・
観
音
寺
市

　
　
合
同
就
職
説
明
会

参
加
者
募
集
健
康
づ
く
り

　
春
季
ソ
フ
ト

　
　
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

参
加
者
募
集

　
ち
び
っ
こ
水
泳
教
室

資
源
回
収
予
定

参
加
者
募
集
初
心
者

バ
ウ
ン
ド

テ
ニ
ス
教
室

料

料 料

持

注

主

主

主

ス
ポ
ー
ツ

市内の交通事故
１／１〜４／３０

（　）内は昨年

発生件数
１１９件

（１４９件）

死者数
　　４人

（　　１人）

負傷者数
１４４人

（１７７人）
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日時 場所 内容 対象 募集人数 料金料講師講

６
月
２４
日
（
金
）
午
前
９
時
３０

分
～
午
前
１１
時
３０
分

香
川
西
部
養
護
学
校

事
前
申
し
込
み
が
必
要
。
詳

し
く
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

同
校

　
　☎

２５

−

１
７
７
５

６
月
１８
日
（
土
）
午
前
８
時
４０

分
～
午
後
０
時
３０
分

香
川
県
立
聾
学
校

☎
０
８
７

−

８
６
５

−

４
４
９
２

　
　
　看
護
師
（
第
１
回
）

６
月
９
日
（
木
）、
看
護
師
（
第

２
回
）
７
月
７
日
（
木
）、
行

政
職
ほ
か
７
月
２１
日
（
木
）

試
験
日
な
ど
、
詳
し
く
は
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
で
確
認
し
て
く

だ
さ
い
。

　三
豊
総
合
病
院
人
事
課

　
　
　
　☎

５２

−

３
３
６
６

７
月
～
平
成
２９
年
１
月

（
土
曜
日
開
催
、
計
５
回
）

午
前
９
時
～
正
午

笠
田
高
等
学
校

６
月
１
日
（
水
）
か
ら
定
員
３０

人
に
な
り
次
第
締
め
切
り

開
催
日
や
材
料
費
な
ど
詳
し

く
は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

　同
校

　☎
６２

−
３
３
４
５

６
月
１０
日
（
金
）

午
前
１０
時
～
午
後
４
時

電
話
相
談
（
相
談
日
の
み
開
設
）

☎
０
１
２
０

−

６
１
０

−

１
６
８

香
川
県
弁
護
士
会

☎
０
８
７

−

８
２
２

−

３
６
９
３

思
春
期
相
談

６
月
１３
日
（
月
）
午
後
２
時
～

心
の
健
康
相
談

６
月
２２
日
（
水
）
午
後
１
時
４５
分
～

西
讃
保
健
福
祉
事
務
所

事
前
予
約
が
必
要

　同
事
務
所
保
健
対
策
課

　
　
　
　☎

２５

−

２
０
５
２

６
月
２３
日
（
木
）

午
前
１０
時
～
午
後
４
時

電
話
相
談
（
相
談
日
の
み
開
設
）

☎
０
８
７

−

８
２
３

−

０
０
０
５

面
接
相
談
（
要
予
約
）

　香
川
県
弁
護
士
会

☎
０
８
７

−

８
２
２

−

３
６
９
３

６
月
２９
日
（
水
）

午
前
１０
時
～
午
後
３
時

詫
間
福
祉
セ
ン
タ
ー

離
婚
、
相
続
、
金
銭
貸
借
、

交
通
事
故
、
土
地
の
境
界
な
ど

観
音
寺
調
停
協
会

　
　
　
　☎

２５

−

３
４
６
７

６
月
１６
日
（
木
）
～
３０
日
（
木
）

午
後
１
時
～
午
後
４
時

（
土
・
日
曜
日
を
除
く
）

香
川
県
西
讃
農
業
改
良
普
及

セ
ン
タ
ー
相
談
室

新
規
に
就
農
予
定
の
人
、
就

農
５
年
以
内
の
人

事
前
予
約
が
必
要

　同
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　☎

６２

−

３
０
７
５

相
　談

お
知
ら
せ

情
報

掲
示
板

全
国
一
斉
女
性
の
権
利

　
　
１
１
０
番（
無
料
）

就
農
相
談

無
料
調
停
相
談
会

笠
田
高
校
開
放
講
座

暮
ら
し
い
き
い
き
講
座

全
国
一
斉
労
働
相
談

ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン（
無
料
）

精
神
保
健
相
談（
無
料
）

ふ
れ
あ
い
の
日
小
学
部
体
験
入
学

香
川
県
立
聾
学
校
学
校
開
放
日
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注 注

募
　集

中央図書館 ☎23－3960　大野原図書館 ☎54－5715　豊浜図書館 ☎52－1206

休館日（月曜）　　 6・13・20・27日

★おはなし会
★古典文学講座

11日（土）　　10：30～11：30
18日（土）　　９：30～11：30

大野原図書館

★おはなし会

★英語のおはなし会
★つぼみ愛書会
　「多摩川物語」ドリアン助川  著（ポプラ文庫）
★リサイクル図書の配布
★おりがみでディズニーツムツムを折ってみよう！

４日（土）　13：30～14：10
25日（土）　10：30～11：10
21日（火）　11：00～11：30
17日（金）　13：30～

７日（火）～12日（日）

18日（土）　14：00～15：00

中央図書館

豊浜図書館
★工作教室
　空気砲をつくって遊ぼう！
★おはなし会
　大型絵本「おじさんのかさ」ほか

４日（土）　13：30～14：30

25日（土）　10：30～11：00

ワタナベマキ/著
女子栄養大学出版部/発行

観音寺市で作られている、海の恵み
がたっぷり詰まった、いりこだしを
使ったレシピを紹介。

とき
6 月18日（土）

14：00

～

15：00

ところ
中央図書館会議室

定員
20人・先着順
参加費無料

申し込み・問い合わせ先
中央図書館

☎ 23−3960

瀬戸内「やまくに」のいりこで
毎日おかず

おりがみで
ディズニーツムツムを

折ってみよう！

一般書
１位「火花」
　　 又吉直樹 　　　　124 回
２位「ラプラスの魔女」　
　　 東野圭吾　　　　　67 回
３位「人魚の眠る家」
　　 東野圭吾　　　　　51 回
児童書
１位「鹿の王 上」
　　 上橋菜穂子　　　　45 回
１位「鹿の王 下」
　　 上橋菜穂子　　　　45 回
３位「精霊の守り人」
　　 上橋菜穂子　　　　11 回

今月のおすすめ本

年間予約ベスト３
平成27年度に最も多く

予約された本のベスト３を発表！

応
募
締
切
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奇数月１回　午前１０時～午前１１時３０分
保健センター
子どもの発達や子どもとの関わり方に、不安が
あるときに、臨床心理士・保健師・作業療法士・
保育士等からアドバイスを受けることができる
２歳児までの親子
健康増進課母子保健係
☎２３－３９６４

　子どもの育児・発育・発達や母乳・離乳食、お母
さん自身の相談などに、保健師・助産師・栄養士
が応じます。毎月の相談日は、広報かんおんじ最
終ページの保健カレンダーで、確認してください。

午前９時３０分～午前１１時
保健センター

電話相談・栄養相談
相談日以外にも、電話で相談ができます。
健康増進課母子保健係　☎２３－３９６４

○ことばの相談
なかなか言葉が出ない、言葉の数が増えない、
発音が気になるなどの相談に言語聴覚士が応じ
ます。

○幼児相談
発達全般の相談について西部こども相談センタ
ーの児童心理司が応じます。

○こども生活相談
子どもとの関わり方や子ども同士の遊ばせ方な
ど、育児全般の悩みに臨床心理士が相談に応じ
ます。
申し込み時に日程などを調整します。
　健康増進課母子保健係　☎２３－３９６４

　市から委嘱された母子保健推進員が、子育て中
の家庭へ電話や訪問で声かけ活動をしています。
育児で不安なことなど、気軽に相談してください。

健康増進課母子保健係　☎２３－３９６４

心愛カフェ（要予約）

育児相談

専門スタッフ個別相談（要予約） ママズサポーター
　　　　（母子保健推進員）に相談を

講座・教室

相　談

満１歳の子どもを募集

平成２７年６月生まれ

　６月１日から、９月生まれの子どもを募集

します。応募多数の場合は先着順になります。

　　　　問い合わせ先：秘書課広聴広報係

　　　　　　　　　　　　☎２３ー３９１５

家庭児童
相談

子育ての不安、養
育困難、虐待、家
庭内の相談など

土・日曜日、
祝日を除く

毎日
午前８時３０分
～午後５時

市役所
１階

家庭児童
相談室

母子・父子
自立相談

ひとり親家庭の
相談や援助、貸
付など

児童相談
（要予約）

６月８日（水）
午後１時３０分～午後４時

（県の専門相談員が対応）
　 子育て支援課こども・女性相談係　☎２３－３９５７問

高 橋 侑
ゆ

愛
い

ちゃん

父 秀徳さん　　母 祐美さん

西 岡 愛
あい

莉
り

ちゃん

父 克憲さん　　母 悠子さん
（流岡町） （高屋町）

土 井 陽
ひな

太
た

林 　 和
かず

毅
き

ちゃんちゃん

父 裕也さん　　母 聡子さん父 雅人さん　　母 祥子さん
（柞田町）（本大町）

高 橋 乙
おと

寧
ね

高畑貴
き

維
い

人
と

ちゃんちゃん

父 卓也さん　　母 路子さん父 尚季さん　　母 美和さん
（木之郷町）（新田町）

問

注

問

問

内

対

時

時

所

所

申 問
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　不妊治療をする夫婦の経済的負担を軽減するた
めに、県の助成に加えて特定不妊治療費の助成を
行います。
　申請方法など詳しくは、問い合わせてください。

健康増進課母子保健係　☎２３－３９６４

　長期休暇中に、発達の遅れや障がいがある子ど
もとその兄弟姉妹を一時的に預かるサービスです。
手帳の有無は問いません。

８月１８日（木）～３１日（水）
午前９時～午後３時３０分（土・日曜日を除く）
豊浜福祉会館２階ホールおよび会議室
観音寺市・三豊市内の５歳児から中学３年生ま
での障がい児
１日１０人まで※申し込み状況により調整あり
１人５００円（１日）昼食、水筒持参
６月１日（水）～７月１１日（月）
　社会福祉課障がい者福祉係　☎２３－３９６３

保護者が不規則な就労形態の場合／保護者や家
族の傷病・入院等で付き添う場合／冠婚葬祭／
育児疲れをリフレッシュしたいときなど

　下記の施設で一時預かり保育を実施しています。
受け入れできる年齢や利用料、保育時間などは、
各施設に問い合わせてください。
　４月から一時預かり「ひな
たぼっこ」（大野原保育所内）
を開設しました。「ひなたぼ
っこ」では、経験豊富な保育
士が対応します。初めての人
でも気楽に利用してください。
お迎え時などに子育て相談もできます。
　詳しくは、市ホームページくらしナビでさがす
→子育て・保育→基本情報→一時預かり保育で確
認してください。

ふたば保育園 ☎２５－５３８８ 柞田保育所 ☎２５－５１１５

高室保育園 ☎２４－３１３０ 愛和保育園 ☎２７－７４４０

観音寺中部
保育園 ☎２５－８３５９ 認定こども園

たんぽぽ ☎５２－１２２５

アプリコット ☎２３－２４３０ ひなたぼっこ
（大野原保育所内） ☎５４－３８０６

特定不妊治療費の助成を行っています

サマーホリディ（長期休暇中預かり事業）

一時的に保育が必要な児童を預かります

　チャイルドシート（ジュニアシート）の
着用を推進し、自動車乗車中の交通事故か
ら幼児を守ることを目的に、購入者に対し
て助成をします。

市内に住所がある幼児（満６
歳未満）がいる世帯
対象幼児１人につき、
チャイルドシート１基当たり、
購入金額の２分の１を助成（上限１万円）
対象幼児１人につき１回限り
購入先は市内・市外いずれも可

○必要書類

　愛育会は、親子の健康を通じて、地域や
家族の健康づくりや、自分たちの住む地域
をより良くするために活動しています。赤
ちゃんからお年寄りまでみんなが楽しめる
行事を行っています。
　子どもを育てる親同士でいろいろな話が
でき、育児の悩み相談や地域の情報が得ら
れます。また地域での３世代交流を通じ、
楽しいふれあい活動や仲間づくりをしてい
ます。
　子どもに関わるボランティア活動をして
みたいと考えている人を対象に、賛助会員
も募集しています。詳しくは問い合わせて
ください。
　健康増進課母子保健係　☎２３－３９６４

　購入方法や支払い方法などにより、上記
以外に書類が必要な場合があります。詳し
くは子育て支援課へ問い合わせてください。
申請書は子育て支援課、各支所、市ホーム
ページにあります。

子育て支援課　☎２３－３９６２

チャイルドシート購入助成

観音寺市愛育会に入会し
一緒にボランティア活動をしませんか？

店舗にて購入
した場合

申請書、チャイルドシートの販売
証明書、領収書（レシート可）

インターネッ
トにて購入し
た場合（通信
販売を含む）

申請書、商品名と商品価格が分か
るもの（注文画面または注文履歴
画面など）保証書の写し、領収書

（代引き時のものでも可）

トピックス

問

問

問

内

対

注

対

数
料

時

所

受
申 問
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　地域で子育ての役に立ちたい、子育ての

経験を生かしたい、そんな思いを持ってい

る人はいませんか？子どもたちや子育て中

の家族のために、短時間子どもを預かった

り、送迎を手伝ったりする『まかせて会員』

の養成講座を右記の日程で開催します。

　子育て支援に関心のある人で、子どもが

大好きな２０歳以上の人の申し込みをお待ち

しています。

　個別のケースの課題解決をするととも

に、地域でも同じような課題がないか、

地域の人や高齢者に関わる関係機関の職

員を交えて、意見を出し合い検討します。

　平成２８年度は、１０回程度の地域ケア個

別会議の開催を予定しています。

●高齢者が歩いて行ける近くの商店が減っている

ことから、自分の目で見て買い物をするために

は、移動販売や配達などが必要である。

●高齢者が気軽に介護予防に取り組むことができ

るように、歩いて行ける範囲に、地域の人と集

える居場所が必要である。

　地域ケア個別会議で抽出された地域課題を

もとに、地域づくりや資源開発

について検討し、政策形成へと

つなげていきます。

問い合わせ先　観音寺市地域包括支援センター

　　　　　　　（社会福祉協議会内）☎２５－７７９１

平成２７年度地域ケア個別会議で
　　　　　　　　　抽出された課題

地域ケア個別会議
　　　（地域包括支援センター主催）

地域ケア推進会議（市主催）

月　日 時　間 内　容 場　所

６月
３日（金）

　９：００～１０：３０ 事業を円滑に進めるために

社会福祉
センター

２階
会議室

１０：３０～１２：００ 子どものけが－予防・応急処置

１０日（金）
　９：００～１０：３０

心の発達と保育者の関わり
保育の心

１０：３０～１２：００ 子どもの栄養と食生活

１７日（金）
　９：００～１０：３０ 子どもの身体の発育と病気

１０：３０～１２：００ 小児看護の基礎知識

２４日（金）
　９：００～１０：３０ 子どもの世話

１０：３０～１２：００ 子どもの遊び

　有償のボランティア組織です。

無料で会員登録ができます。

会員の条件
○おねがい会員

　市内に在住または在勤で、生後６カ月から
小学６年生までの子どもを持つ保護者

○まかせて会員

　市内に在住の２０歳以上の人で、観音寺市社
会福祉協議会主催の「まかせて会員養成講座」
を受講修了した人

○両方会員

　おねがい会員、まかせて会員の両方の条件

を兼ねる人

観音寺市ファミリー・サポート・センター
　　　　　　（観音寺市社会福祉協議会内）
　　　　　　　　　　　　☎２５－７７０８

ファミサポ会員を募集しています！！

観音寺市ファミリー・サポート・センター

地域の子育てサポートに参加しませんか？

第５回まかせて会員養成講座開催

　民生委員や自治会長、地域サロ
ン代表者をはじめ地域の人、医療
機関・介護保険事業所の人などに
参加をしていただいています。

　会議で出た意見を、個別
のケースと地域、それぞれ
の強みと弱みに分けて整理
していきます！

受講無料
定員４０人

申し込み・問い合わせ
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相談日は、都合により変更することがあります。

交通事故相談　☎２３−３９４９　　８日（水）・２２日（水）午前
１０時～正午　本庁１階相談室　弁護士

年金相談　☎０８７７−６２−１６６２　　１５日（水）午前１０時～午
後３時　中央図書館会議室　日本年金機構善通寺年金
事務所の相談員　事前に問い合わせ　要予約
街角年金相談・手続き　☎０８７−８１１−６０２０　観音寺　１
　日（水）午前１０時～午後３時　本庁１階相談室／豊浜　

２３日（木）午前１０時～午後３時　豊浜支所　街角の年金
相談センター高松の相談員（公的年金全般相談可）　事
前に問い合わせ
人権相談　☎２３−３９２８　観音寺　１日（水）午前１０時～午

後３時　ふれあい文化センター／大野原　１日（水）午
前１０時～午後３時　大野原いきいきセンター／豊浜　
１４日（火）午前１０時～午後３時　 豊浜福祉会館会議室１
女性相談　☎２３−３９５７　　土・日、祝を除く毎日午前８

時３０分～午後５時　本庁１階家庭児童相談室　ＤＶ・
離婚・その他女性の相談
身障相談　観音寺☎２３−３９６３　 ２日（木）・１６日（木）午前

１０時～正午　本庁１階相談室／大野原☎５４−５７００  相
談員が電話で受付後、大野原いきいきセンターなどでの相談
理学療法訓練日　☎２３−３９６３　　１２日（日）午前１０時～午

後４時　大野原いきいきセンター
法律相談　☎２５−７７０８　　先着１２人　１４日（火）・２８日（火）

午前１０時～午後３時　社会福祉センター相談室３　弁
護士
心配ごと相談　観音寺☎２５−７７０８　　 ７日（火）・２１日（火）

午後１時～午後３時　社会福祉センター相談室３／
　大野原☎５４−５７１４　 ２日（木）・１６日（木）午前１０時～正

午　大野原いきいきセンター／豊浜☎５２−１２１２　 ７日
（火）・２１日（火）午前１０時～正午　豊浜福祉会館会議室２
福祉人材無料職業相談　☎２５−７７５２　　土・日、祝を除

く毎日午前９時～午後４時　社会福祉センター
福祉総合相談　☎２５−７７５２　　土・日、祝を除く毎日午

前８時３０分～午後５時１５分　社会福祉センター
さぬき若者サポートステーションかんおんじサテライト　
常設☎５７−５５７５　土、日を除く毎日午前１０時～午後６時
　吉岡町９３３／大野原サテライト☎０８７７−５８−１０８０　２１
日（火）午前１０時～午後４時　大野原中央公民館３階会
議室　就職支援相談など　１５～３９歳の人とその家族

子ども・若者相談　☎２３−０９００　　月～金・第３土曜日
午前８時３０分～午後５時　少年育成センターやまびこ
コーナー　　　 　mazu1po@city.kanonji.lg.jp

行政相談　☎２３−３９１５　　２１日（火）午後１時３０分～午後
４時　中央図書館２階会議室
家事手続案内　☎２５−２６１９　　土・日、祝を除く毎日

午前９時～午前１１時３０分、午後１時～午後４時３０分
　　高松家庭裁判所観音寺支部
市長相談　☎２３−３９１５　　随時受付　要予約
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時
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講
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所

所

所

所

所

所
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数

時

時

所 講

○

火
気
の
周
囲
で
危
険
物
の
取

り
扱
い
を
し
な
い

平
成
２８
年
度

危
険
物
安
全
週
間
推
進
標
語

危
険
物

　決
め
ろ
無
事
故
の

　
　
　
　
　
　
　ス
ト
ラ
イ
ク

火
災

９
１
２
件

３
件

火
災
・
救
急
件
数

救
急

　６
月
の
第
２
週
は
「
危
険
物

安
全
週
間
」
で
す
。
危
険
物
に

関
係
の
あ
る
事
業
所
に
対
し
て
、

安
全
管
理
の
徹
底
を
呼
び
か
け

る
と
と
も
に
、
広
く
国
民
に
危

険
物
に
対
す
る
意
識
の
高
揚
や

啓
発
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
、

平
成
２
年
に
制
定
さ
れ
ま
し
た
。

　私
た
ち
の
身
近
に
は
ガ
ソ
リ

ン
や
灯
油
、
塗
料
、
接
着
剤
、

農
薬
、
漂
白
剤
、
マ
ニ
キ
ュ
ア

や
除
光
液
な
ど
い
ろ
い
ろ
な
種

類
の
危
険
物
が
あ
り
ま
す
。
家

庭
内
で
の
事
故
を
防
ぐ
た
め
に

次
の
こ
と
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

○

高
温
に
な
る
場
所
に
保
管
し

な
い

○

危
険
物
の
収
納
容
器
の
ふ
た

を
確
実
に
閉
め
る

○

屋
内
で
危
険
物
を
取
り
扱
う

と
き
は
、
定
期
的
に
換
気
す

る

危
険
物
安
全
週
間

　
　
　
６
月
５
日
～
11
日

一般寄付

４月１日～３０日（敬称略）

植田町

大野原町大野原

新田町

吉岡町

豊浜町和田

茂木町

新田町

大野原町大野原

豊浜町和田浜

長船　倫和＝

荒磯　美則＝

業天　昭博＝

太田　佳照＝

藤井　義矩＝

石川　貞司＝

石井　　榮＝

森　　啓子＝

篠原　俊則＝

㈲多田. 組

所
所

所

内 対

時
時

メール相談

時

時
所

所

時

受 注

香典返し

持
講

注

１
／
１
～
4
／
30



2

9

16

23

30

7

14

21

28

6

13

20

27

3

10

17

24

5

12

19

26

1

8

15

22

29

4

11

18

25

ふれあい広場

元気な脳～教室
9:30 ～ 14:30

13:30 ～ 15:00

あぶあぶひろば

わくわくクラブ

1歳6カ月児健診

のびのび教室

あぶあぶひろば

わくわくクラブ

こころの健康相談

のびのび教室

ぴよぴよクラブ

楽楽クラブ

10カ月児相談

シニアエアロビクス

9:00 ～ 14:00

9:30 ～ 11:30

13:15 ～ 13:45

13:30 ～ 15:00

9:00 ～ 11:30

9:00 ～ 14:00

9:00 ～ 14:00

13:30 ～ 14:15

13:30 ～ 15:00

9:00 ～ 14:00

9:00 ～ 14:00

13:00 ～ 15:00

13:30 ～ 15:00

（旧観音寺市H26 年11月生まれ）

（旧観音寺市H27年８月生まれ）

愛あいサークル

はつらつ会

ひまわりの会

愛あいサークル

はつらつ会

愛あいサークル

はつらつ会

のびのび教室

9:00 ～ 14:00

9:30 ～ 10:30

13:30 ～ 16:00

9:00 ～ 14:00

9:30 ～ 10:30

9:00 ～ 14:00

9:30 ～ 10:30

13:30 ～ 15:00

国土外科医院

大西医院

中島歯科医院

ヤマニ薬局

姫浜調剤薬局

宮崎内科医院

永康病院

しらい歯科クリニック

ひまわり調剤薬局三豊

小林整形外科医院
安藤内科医院
よしだ歯科クリニック
快生堂くにた調剤薬局
第健調剤薬局

歯と口の健康週間まつり

高室医院

小野医院

小野歯科医院

ナショナル調剤薬局

ケイ・アイ薬局

古川町　☎25－0290

山本町　☎63－2081

観音寺町（七間橋）☎25－3069

昭和町　☎23－0502

豊浜町　☎52－1733

観音寺町（大和）☎25－1280

詫間町　☎83－3001

三野町　☎72－5237

豊浜町　☎52－5100

柞田町　☎25－7311

高瀬町　☎72－5018

高屋町　☎25－8773

柞田町　☎24－1339

豊浜町　☎56－3477

高屋町　☎25－8311

詫間町　☎83－8181

高瀬町　☎72－3888

高屋町　☎56－0012

豊浜町　☎52－1818

ゆう酸素リフレッシュ体操

ふれあい広場

のびのび教室

9:30 ～ 11:30

9:30 ～ 14:30

13:30 ～ 15:00

26

今月の人口
人　口
男 女

世帯数人
人

世帯
人

61,861
29,742

24,577
32,119

５月１日現在
 外国人を含む

この広報紙は環境にやさしい植物油
インキを使用しています。

運動器具を使って
健康づくり・体力づくりを

しましょう！
月～土曜日（日曜・祝日休み）
  9:00 ～12:00
13:00 ～ 16:00

医
歯

薬
保
いき
ふれ

休日当番医
休日当番歯科医

休日当番調剤薬局
保健センター
大野原いきいきセンター
豊浜ふれあい会館
豊浜福祉会館
共同福祉施設軽運動室

（９：００～１２：００）

豊福
共福

医

医

医

医

歯

歯

歯

歯

薬

薬

薬

薬

木

木

木

保

保

木

木

保

伊

保

保

保

保

保

保

ふれ

ふれ

ふれ

ふれ

ふれ

あぶあぶひろば

わくわくクラブ

あぶあぶひろば

わくわくクラブ

さわやか栄養教室

育児相談

骨密度測定

のびのび教室

ぴよぴよクラブ

楽楽クラブ

ぴよぴよクラブ10カ月児相談

9:00 ～ 14:00

9:00 ～ 14:00

9:00 ～ 14:00

9:00 ～ 14:00

9:30 ～ 13:00

9:30 ～ 11:00

9:00 ～ 11:00

13:30 ～ 15:00

9:00 ～ 14:00

9:30 ～ 11:30

9:00 ～ 14:00

13:15 ～ 13:45

旧競

豊福

豊福

市相

いき

いき

いきいき

いき

あぶあぶひろば

わくわくクラブ

健康栄養相談

健康相談

3歳児健診

健康栄養相談 （6/2）
もぐもぐレッスン（6/9）
骨密度測定 （6/13）

☎23－3964

9:00 ～ 14:00

9:00 ～ 14:00

9:30 ～ 11:00

12:30 ～ 14:00

13:30 ～ 14:15
（旧観音寺市H24年11月生まれ）

ふれあい広場

3 カ月児健診

のびのび教室

ふれあい広場

いき

いき

いき

大集

大公

いき

いき

いき

いき

9:30 ～ 14:30

13:30 ～ 14:15

13:30 ～ 15:00

9:30 ～ 14:30
愛あいサークル

はつらつ会

もぐもぐレッスン

愛あいサークル

はつらつ会

3 歳児健診

健康栄養相談

9:00 ～ 14:00

9:30 ～ 10:30

10:00 ～ 11:30

9:00 ～ 14:00

9:30 ～ 10:30

13:15 ～ 13:45

9:30 ～ 11:00

要予約

要予約

要予約

連絡先要予約

共福

共福

ツイッター　観音寺市公式アカウント名
＠ｋａｎｏｎｊｉ＿ｃｉｔｙ

☎　２３－３９６４
☎　２３－３９６２
☎　２５－７７９１
☎　２３－３９６３

健 康 増 進 課
子 育 て 支 援 課
地域包括支援センター
社 会 福 祉 課

高
常
木
伊
旧常

旧競
大集 大野原中央集会場

旧競輪場
高室公民館
常磐公民館
木之郷公民館
伊吹公民館
旧常磐幼稚園
市役所１階相談室
大野原中央公民館

高

高

常

常

高

高

高

（H27年１2月生まれ）

６

（旧観音寺市H2８年３月生まれ）

インターネット検索で
　　　　表示される広告に注意
　メールで身に覚えのない高額な請求を受けたので、慌てて

インターネットで公的な相談窓口を検索した。公的窓口とい

う表示を見つけて電話したら、費用を請求され、民間の業者

だったという相談が寄せられています。インターネットでは

検索した語句に応じて検索結果と広告の両方が表示されます。

この相談者はその違いに気づかず、民間の業者を公的機関だ

と誤認してしまったようです。インターネットでは、検索結

果と広告の両方が表示されることを認識し、自分が探してい

るサイトかどうかをよく確認して利用することが大切です。

　　　　　　　西讃県民センター　☎２５－５１３５

　　　　　　　商工観光課　　　　☎２３－３９３３

ホ
ーム

ペ
ー

ジ
アドレス

  http://www.city.kanonji.kagawa.jp　
　

　
　

　
　

携
帯

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

ア
ド

レ
ス

  http://www.city.kanonji.kagawa.jp/m
obile

問い合わせ先

旧常

豊福

市相
大公

保
保

保

（大 野原町・豊 浜町　
 Ｈ27 年 8 月・9月生まれ）

６月の納税

市民税・県民税（１期・全期）

納期限　6月30日（木）
納め忘れのないよう、便利な口座振替をぜひ
利用してください。税務課　☎２３－３９２２

常

常

（大 野原 町・豊 浜 町　
 Ｈ24 年11月・12月生まれ）


